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序 文 

鎌倉市教育委員会 

教育長 熊 代 徳 彦 

「武家の古都・鎌倉」として世界遺産登録を目指す鎌倉市は、平成17年度の登録準備業務の一

環として、北条義時法華堂跡の確認調査を実施いたしましたo 北条義時は鎌倉幕府第二代執権と

して幕府の基礎を固め、承久の乱を勝利に導いた我国武家政権の実質的な創始者ですo 義時の墓

所である法華堂の場所は、吾妻鏡の記述により、源頼朝法華堂東側の山腹に位置すると推定され

てきました〇 

平成16年5月に鎌倉市歴史遺産検討委員会からご提出いただいた、中間報告書「鎌倉の世界遺

産登録に向けた考え方」の中で、将軍御所（大倉幕府跡）の近くの鶴岡八幡宮・荏柄天神社・永

福寺跡と源頼朝・北条義時法華堂で形成する［信仰と空間］の重要性が指摘されましたo この内

北条義時法華堂跡だけが国指定史跡の指定を受けておりません〇このため確認調査を行い義時法

華堂の存在を実証した上で、両法華堂を一体の史跡として保存を図ろうとしたものですo 

調査の結果、建物の遺構が発見され義時法華堂の存在が確認されましたo これは、今後の世界

遺産登録準備業務を進める上で極めて大きな成果が得られたものといえましょう o 

文末ではありますが、調査に携われた関係者の皆様方に心より御礼申し上げますo 
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1.本書は世界遺産登録推進事業の一環として、国指定史跡「法華堂跡(源頼朝墓)Jの範囲拡大に供す

る資料を得るため行った「北条義H寺法華堂跡J1ij在認調査の報告書で、ある。

2.調査は鎌倉 市世界遺産登録推進担当が実施し、 文化庁 ・神奈川県教育委員会の指導 ・助言 を受け、

源頼朝法華堂跡の東側山腹にある平場に調査地点を設けた。調査面積は約275m'である。

調査期間 平成17年 4月18日一平成17年 7月30日

平成17年 8月 1日~平成17年10月31日

松尾宣方(鎌倉市世界遺産登録推高木 明御堂島正玉林美男

整理期間
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4.整理作業の体制

原稿執筆、図、図版作成の分担は以下の通りである。

原稿執筆 ・第 l章調査の経過

第 l節調査に至る経過、第 3節北条義時と法華堂跡の歴史的環境松尾宣方

第 2節試掘調査、第 4節調査区の設定、第 5節調査日誌抜粋福田誠

-第 2章遺構と出土した遺物

第 l節 I区の調査、第 2節

出土 した遺物鈴木絵美

福田誠

北条義時法華堂関連主要文献史料 古田土俊一

源頼朝並びに北条義時の法華堂跡周辺詳細分布調査報告概要

法華堂周辺の信仰空間について 玉林美男
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5.本書に使用した遺構全景・ 個別写真の撮影は古田土が担当した。遺物写真の撮影は古田土

担当し、 空撮写真は(株)シ ン技術コンサルに委託したものである。

6.発掘調査の記録(写真・図面等)と出土遺物は、鎌倉市教育委員会が一括保行している。
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図1 調査地点位置及び周辺地形図
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第一章 調査の経過 

第1節 調査に至る経過 

1972年（昭和47)、ユネスコ（国際連合教育科‘学て文化機関）総会において「世界の文化遺産及び自然遺産

の保護に関する条約」が採択され、締約国数が20カIIilを超えた75年（昭和50）に正式発効したo 同条約は 

「顕著な普遍的価値を有する文化遺産及び自然遺産を認定し、保護、保全、公開すると共に、将来の世代

に伝えていくこと」を目的とするもので、人類全体にとって貴重でかけがえのない文化・自然遺産を将来

に亘って保護しようとする崇高な理念に基づくものであるoII本政府は採択後20年を経た92年（平成4）に、 

条約を批准し、125番目の締約国となるが、批准後直ちに「法隆寺地域」「姫路城」「屋久島」「白神山地」 

の 4件を世界遺産として世界遺産委員会に推薦し翌年登録された。同時に提出した、今後推薦しようとす

る候補物件の予告である文化遺産暫定・覧表（暫定lI録）に提示した10件の中に「古都鎌倉の寺院・神社

ほか」として鎌倉が含まれたのである。これを受けて鎌倉 Ifは世界遺産登録に向けて諸課題を解決し環境

を整えるための準備事業を、文化庁の指導のもとに神奈川県等と協力して実施してきたo この過程で、登

録準備作業上の重要課題である、史跡の新指定成いは追加指定に供する資料を得ることを目的に切通周辺

詳細分布調査や山稜部内等の発掘調査が‘起施されたので以ド列挙するo 

〇平成 9年度】亀ケ谷坂切通 〇10年度】大仏切通 011年度】朝夷奈切通・極楽寺切通・釈迦堂切通他

※踏査により各切通周辺の山稜部には、切岸・堀割・小平場等の城郭的施設を巧みに配置した要害遺構

の分布が確認され、鎌倉の特性を)影成する重要な構成要素であることが改めて判明されたo 

012年度】鎌倉を取り巻く山稜部・鎌倉大仏周辺（高徳院境内）013イF度】鎌倉大仏周辺（高徳院境内） 

※山稜部調査は、切通周辺の詳細分布調査の成果に基づいて梅楽、If地区から名越地区にかけての山間で

県・市共同調査として実施した約130箇所のトレンチ調査oこれにより、要害遺構のみならず石塔工房

跡や火葬施設などの葬送遺構も発見され、鎌倉の山稜部の多様性が確認されたo 

※大仏周辺調査では鋳造位置と段取じ法が解~りはれたのに加えて、大仏殿の存在事実が確認されたo 

014年度】五合析遺跡（仏法寺跡） 

※五合桝遺構と仏法寺跡の再調査により、桝形の構遺や仏法寺跡内の「請雨池」などが確認された。 

これらの調査成果に基づき、平成16年には「鎌倉大仏殿跡」が国指定史跡に新たに指定され、その他の新

指定、追加指定の準備が進められている。また平成13年度には学識者で構成する「鎌倉市歴史遺産検討委

員会」が設置され、同委員会から16年 5 月に中問報告書『鎌倉の世界遺産登録に向けた考え方』が提出さ

れた〇これに基づき、鎌倉を貫く統一的な観点（コンセプト）を「武家の古都・鎌倉」と定め今後の指針

としたのである〇更にこの中間報告では、鎌倉における歴史的遺産の普遍的価値を定義し、その概要を 

「武家による独自の都市構造」と「鎌倉の武家社会・文化」とに大別してそれぞれの構成要素を項目別に

論じているが、前者の項目のーつに「信仰と空間」が挙げられているo その内容を要約すると『将軍御所 

（大倉幕府跡）の近傍には武士が信仰する、I子や神社が建てられて信仰の空間が形成された0 即ち、西の鶴

岡八幡宮と東の荏柄天神社は共に武士の誓約に関わる神として崇められ、東北には奥州合戦の戦死者を弔

う永福寺があり、北には源頼朝と北条義時の法華堂が建てられているo』とある〇大倉幕府跡近傍の「信

仰の空間」を構成する鶴岡八幡宮・荏柄天神社・永福寺跡・法華堂跡（源頼朝墓）は全て国指定史跡の指

定を受けており、その真正性が証明されているが、北条義時の法華堂については『吾妻鏡』の記述から存

在地点は推定されるものの、実質的な解「り］作業はなされていなかったo このため検討委員会から義時法華

堂推定地は「信仰の空間」の構成要素として重要であるとの指摘がなされたのであるo これを受けて種々

検討の結果、遺構状況等を確認した上で国指定史跡として既指定史跡である頼朝法華堂跡に追加指定し保

存を図るべきとの文化庁の指導を得て、調査主体である鎌倉市教育委員会を事務補助する鎌倉市世界遺産 
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登録推進担当により、北条義時法華堂跡の確認調査が実施されたものであるo 

第 2 節 試掘調査 

本調査に先立ち平成16年 5 月28日に試掘調査を行ったo 南北奥行約30m、東西幅約20mの敷地のほぼ中

央西よりに第 1試掘壇、中央北奥に第 2 試掘壇を設けた。位置は図 4 遺構全側図中に示してある〇 

第 1 試掘墳 

地表から80cm下まで表土の明褐色土層、耕作土と考えられる明褐色粘質土層に覆われているo これ以下

は西から東側へ傾斜する黒褐色粘質土層、黄褐色土層、暗黄褐色土層からなる岩盤上の自然堆積土層と考

えられる〇耕作土との間が辛うじて中世面といえるが大半は耕作で削平されている。かわらけ片など若干

の中世遺物が出土しているo 

第 2 試掘墳 

地表から80cm下まで表土である暗褐色土層、耕作土と考えられる明褐色粘質土層、暗褐色粘質土層に覆わ

れている o 暗褐色粘質土層からは15世紀代と考えられるかわらけが出土している o 更に堅く締まっている

暗褐色粘質土層の下から（地表下100cm）平らに削平された岩盤面を確認したo 岩盤面上には黄褐色粘質

土層が堆積し15世紀代のかわらけと若干の砂利が出土している。 

第 3 節 北条義時と法華堂跡の歴史的環境 

北条義時（長寛元年・1163～元仁元年・1224）は鎌倉幕府第2代執権で、相模守、陸奥守、右京権太夫を

歴任したo 長寛元年、北条時政の次男として伊豆に生まれ、幼名を江間四郎・江間小四郎と称したo 母は

伊東入道女で六歳年上の姉に、後に頼朝夫人となる政子がいる o 治承四年（1180）源頼朝の挙兵に父時政、 

兄宗時と共に参加するが宗時が戦死したため嫡子の地位を得たo 以後、父と共に頼朝に助勢して鎌倉入り

を補佐し、養和元年（1181）頼朝の信頼を得て、御寝所近辺の砥候衆となったo 元暦元年（1184）には源範

頼に従って平家追討に赴き、豊後国葦屋浦合戦で武功を立て、また文治五年（1189）の奥州征討では軍略的

資質を評価されて頼朝の側近に徹した〇建久元年（1190）の頼朝上洛に際しては先陣の随兵に加わり、頼朝

の信頼厚く「義時をもって家臣の最となす」と称賛されたほどである。正治元年（1199）の頼朝没後、将軍

頼家の専制を抑止するために定められた宿老後家人13名の合議制に37歳の若さで加わり、その卓越した力

量が衆目の認めるところとなった。建仁三年（1203)、父時政と共に北条氏討滅を企てた頼家の外男比企能

員を始めその一族と頼家の子一幡を滅ぼし、頼家を伊豆国修善寺に幽閉して実朝を第三代将軍とする〇ノ七

久元年（1204）に頼家殺害事件が発生するが、これも義時の主導によるとする説が有力である o 元久二年 

(1205）時政の命により武蔵国二俣川で畠山重忠を討滅するが、後にこれが議言による菟罪と判り、更に時

政・牧の方が実朝を廃して平賀朝政を将軍にさせようとの謀略が発覚したため時政と対立し、同年彼を失

脚させ伊豆に追放して鎌倉幕府第 2 代執権に就き幕府の最高権力者となった。建保元年（1213）有力御家人

の和田義盛らの乱を制圧し一族を壊滅する o これを機会に義盛が占めていた侍所別当の地位を手中にし、 

以降は政所・侍所の別当職を北条氏が兼任するところとなったo 和田氏を排して鎌倉幕府の実質的な最高

権力者となった義時は、建保四年（1216）に時政を超える官位の従四位に叙される o 

承久元年（1219）将軍実朝が鶴岡八幡宮八幡宮寺内で頼家の遺児公暁によって暗殺されるが、事件を義時

主導の陰謀によるとする見方が根強いo このような幕府内の内証や御家人間の争いを鎌倉幕府の弱体化現

象と判断した後鳥羽上皇は、承久三年（1221) 5 月義時追討の宣旨を発し承久の乱が勃発したo これに対し

義時は直ちに嫡子泰時、弟時房らが率いる19万の大軍を京に向かわせ各所で上皇軍を撃破して、6月15日に

鎌倉軍は入京し完全制圧を果たしたo この戦いに勝利した義時は、後鳥羽上皇ら首謀者の壱岐などへの配

流を断行すると共に、京に六波羅探題を置き朝廷方の監視と尾張以西諸国の支配を強化した。また上皇方 
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から没収した所領三千余箇所を勲功者に新恩の地として与え新補地頭を配し、更に貞応二年（1223）には

新補地頭の得分の基準として新補率法を定めるなど、自らが主導する鎌倉の武家政権が京の公家政権を完

全に凌駕し名実ともに全国政権の地位を確立して、「治天の君」となったことを天下に示したのである。 

元仁元年（1224) 6 月13日、義時が死去する。享年能歳。『吾妻鏡』には「日者脚気の上、雷乱計曾すo 昨

朝より相続きて弥陀の宝号を唱えられ、終罵の期に迄ぶまで、更に緩りなし〇…外縛印を結び、念仏数十

反の後寂滅す。誠にこれ順次往生といひつべきか。」とあり、病を得た上での粛々たる往生の様を記す。 

これに対し義時の死因を他殺とする史料がある。一つは後妻の伊賀氏女による毒殺とする『明月記』で、 

同書の安貞元年（1227) 4 月11Il条によると、承久の乱で朝廷側に加担した法印尊長が捕らえられ処刑され

る際に「・・・只、早く頭をきれ、若し然らざれば、又義時か妻が義時にくれた薬をくはせて早ころせ・・・」と

義時の妻による毒殺を暴露し、「衆中頗る此の詞に驚く」とされるo 伊賀氏女は伊賀守佐藤朝光の娘で、 

長兄の伊賀光季は承久の乱の直前に上皇方に謀殺された京都守護。彼女が義時の死後に兄の伊賀光宗と謀

り光宗の女婿参議藤原実雅を将軍に就け、泰時を排して実子の政村を執権にしようとした企てが露顕し、 

元仁元年8 月29日に伊豆国北条に勢居させられた事件から推して、あり得る話とする論もある〇また『保

暦間記』では「…近習ニ召仕ケル小侍ニツキ害サレケリ。」と義時が近習の小侍に殺害されたと記している〇

いずれにしても義時の死については『吾妻鏡』の公式記録を否定する異説があり、「順次往生」の真偽の

程は如何なものであろうかo 

義時の葬儀は元仁元年6月18日に執り行われた。没後の諸事については、以下の年表に纏めるo なお、 

典拠史料の注記がない項目は全て吾妻鏡に拠り、また引用史料に関する主な原文は、附編1「北条義時法

華堂関連主要文献史料」にある。 

元仁元年（1224) 

6 月18日 義時葬送。頼朝法華堂の東の山上をもって、墳墓となす。葬礼の事、陰陽師の親職、泰貞

が辞退したため知輔朝臣これを計らう。義時の子の朝時・重時・政村・賓泰・有時ならび

に三浦義村及び宿老の砥候人少々、服を着し供奉す。その他の御家人等参会して群を成す〇

各々傷嵯して涙に溺れる。 

※「頼朝法華堂の東の山上をもって、墳墓となす」との一節が、頼朝法華堂跡東側の平地を義時法華堂

跡と推定する根拠となった〇なお「墳墓」については調査の範囲では不詳であった。 

6 月19日 初七日仏事。導師丹後律師。 

6 月22日 三浦義村による臨時の仏事。導師走湯山浄蓮房。 

6 月26日 二七日（14日）仏事。大進僧都観基唱導たり。嫡子泰時京都より下着すo また、義時の弟時

房、並びに甥の足利義氏（泰時の女婿）同じく下着す。 

7月 4 日 三七日（21日）仏事。導師信濃法眼道禅。 

7月16日 五七日（五は四の誤り。28日）仏事。導師左大臣律師。 

7月23日 三十五日（五七日）仏事。導師（退耕）行勇律師。 

7月30日 四十九日仏事。導師弁僧正。 

8月8日 今日、義時墳墓堂「新法華堂と号す。」供養なり。導師走湯山浄蓮房。 

※義時法華堂の初見であるo「新法華堂」は頼朝の法華堂に対比する表現であろう〇 

8月22日 百ケ日仏事o 導師弁僧正。 

8 月29日 義時後室禅尼、政子の命により伊豆国北条郡に塾居させられる。伊賀光宗、朝行、光重の

兄弟、流罪に処せられる。 

※前述の、義時後室と伊賀光宗らの陰謀に対する処断。 

11月18日 泰時、義時一周忌供養のため伽藍を建てる。今日立柱o 右近将監景綱奉行す。 
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※伽藍は浄明寺釈迦堂ケ谷に所在した釈迦堂を指す。今廃寺o 

嘉禄元年（1225) 

6 月13日 義時一周忌。泰時新造の釈迦堂で供養すo 導師弁僧正定豪o 諸僧二十口o 時房以下人々群 

集すo 

7 月11日 北条政子死去o 享年69歳。 

嘉禄二年（1226) 

6 月13日 義時三周忌。大慈寺の釈迦堂を供養o 導師求悌房o 施主は泰時なり〇 

※大慈寺は十二所明王院東側辺りに所在した大寺院o 今廃寺o 

寛喜三年（1231) 

10月25日 晩に及びて大風吹くo 時房の公文所焼亡すo 南風しきりに扇ぎ、東は勝長寿院の橋の辺りに 

及び、西は永福寺惣門の内門まで、姻炎飛ぶが如し。頼朝並びに義時の法華堂、同御本尊灰 

燈となる o 

10月27日 泰時・時房評定所に赴き、中原師員・三浦義村・二階堂行西等と法華堂並びに本尊の災いの 

ことを協議する〇墳墓堂炎上の場合に再興の例は無いが、今回は幕府が寺家に助成し再建す 

る旨を議定する o 

11月18日 頼朝法華堂の上棟也〇このこと寺家に仰せ付けたる〇 

※義時の法華堂もこの頃再建されものと考えられるo 

嘉禎二年（1236) 

6 月 5 日 泰時、伊豆北条にて義時十三年の追善を修すo 正しくは来る十三日たりと難も、ことさらに 

これを引上せらるo この間、願成就院の北傍らに塔婆を建立す0 

※「伊豆北条」は現在の伊豆国市内の旧韮山町域を指し、北条氏の本貫地o 国指定史跡北条氏邸跡を始 

め、円成寺跡など北条氏ゆかりの遺跡が多い〇義時の法要もこの辺りで執り行われたものと思われるO 

暦仁元年（1238) 

12月28日 北条時房・泰時・朝時・政村・重時、足利泰氏ら頼朝・政子・義時の法華堂に参るo 歳末た 

る故か〇三浦義村、毛利季光等参会す。 

※この記事により、時期は不明だが、義時法華堂が頼朝法華堂と共に再建されたことが判るo また政子 

の法華堂も何処かに存在したのであろうかo 

仁治元年（1240) 

1月24日 北条時房死去。享年66歳o 

仁治二年（1241) 

12月30日 泰時、頼朝・義時法華堂に参る。また獄囚及び乞食の輩に施行す〇その後山内巨福濃の別居 

に渡御し、乗燭（灯火をつける時刻）以前に還らしめたもう。 

仁治三年（1242) 

6 月15日 北条泰時死去o 享年60歳o(『北条九代記』） 

寛元元年（1243) 

2 月 2 日 義時崇敬の大倉薬師堂焼亡すo 失火というo 本悌はこれを取り出し奉るo 

※建保六年（1218) 7月、義時は薬師十二神将の戊神の夢告により難を逃れたことに感謝し、大倉の地 

に御堂を建て始め、同年12月に薬師如来像を安置供養したo 

宝治元年（1247) 

6 月 5 日 宝治合戦o 劣勢に立たされた三浦方は頼朝法華堂に寵り、泰村以下の五百余人が御影の前で 

自刃して果てる〇大江広元の四男毛利季光も共に自刃する〇 
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※赤星直忠博士は「実際には東隣の右京兆（義時）法華堂地内にも軍兵が入っていたとしなければ、こ

の多人数は収容できないであろう。」と推定されている。（『神奈川県文化財図鑑史跡名勝天然記念物

篇』神奈川県教育委員会 昭和53年3月31日発行） 

宝治二年（1248) 

閏12月13日 北条重時・時頼、頼朝法華堂並びに義時墳墓堂に参る。恒例の御仏事の上、副供養の経巻

等有り。歳末たるによる。 

建長二年（1250) 

12月29日 重時・時頼、頼朝・実朝・政子並びに義時の御墳墓の堂々を巡礼す〇後藤基綱ら参会する。 

弘長三年（1263) 

3 月10日 義時御願の大倉薬師堂、日頃修遺を加え今日供養を遂げらる〇導師遠江僧都公朝。 

※寛元元年（1243）に焼失した大倉薬師堂を再建した後の修理と思われる。なお、永仁四年（1296）に、 

北条貞時、大倉薬師堂を改めて覚園寺とする。 

弘安三年（1280) 

10月28日 頼朝並びに義時時房法華堂、北条時宗館以ド焼失。（『北条九代記』他） 

※この火災の記事は『鶴岡社務記録』等にも記載されるが、『関東評定伝』『鎌倉年代記』『武家年代記』で

北条九代記と同様に「義時時房法華堂」と記される。弟、時房を義時の法華堂に合和したのであろうか。 

延慶三年（1310) 

11月 6 日 安養院（当時長谷辺りに所在か）より失火。勝長寿院、法華堂、神宮寺、浄光明寺、多宝

寺、理智光寺、二階堂（永福寺）大門、荏柄社その他の（焼失）堂社その数を知れず。将軍 

御所以下、大名小名館宿所等大略消失す。前代未聞の事件。（『北条九代記』他） 

※法華堂被災については、『北条九代記』の他『鶴岡社務記録』『見聞私記』『鎌倉年代記』に記される

が、『鶴岡社務記録』に「右大将家（頼朝）雨法花堂消失了」とある他は「法花堂」のみの記載である o 

弘安三年の火災後に、義時法華堂が再建されたかどうかは不詳とせざるを得ない。 

史料に基づく義時の没後年表は以上である。 

義時法華堂跡は、鎌倉の象徴的社である鶴岡八幡宮の東方約500 mにある標高60 mの丘陵南側中腹に位置

し、西側には馬の背状の尾根を挟んで国指定史跡法華堂跡（源頼朝墓）がある。また丘陵直下は鎌倉に入

った頼朝が構えた居館（大倉幕府）跡である。頼朝は文治五年（1189）館の後山に観音堂を建てさせるが、 

これが頼朝法華堂の前身となる「持仏堂」であった0 居館の後山に頼朝法華堂が建立されるのは理の当然

と思われるが、義時法華堂がその東隣りに建つのは如何なる理由によるのであろうか。義時居館の所在に

ついては『吾妻鏡』の記述から、小町大路にも屋敷があるが本所は大倉亭にありと知れる。大倉の地域は

鶴岡八幡宮東側以東の広い範囲に及び、大倉亭の場所を特定するのは困難であるが、義時が覚園寺の前身

である大倉薬師堂を建立した点から、現在覚園寺が建つ薬師堂ケ谷辺りに所在するとして大過ないものと

思われる〇居館近くとはいえない頼朝法華堂と並ぶ位置に義時の法華堂が建つ所以は、実質的な「治天の

君」となった義時の象徴的存在を強調するための施策と思われる。また、義時死去から法華堂建立までの

期間が僅かニケ月足らずと極めて短期である点から推して、或いは法華堂造営事業は、義時生存中からの

所業であったとも推察されようo 

頼朝・義時法華堂の西方には源氏の氏神である鶴岡八幡宮、東方には幕府の鬼門鎮守の社である荏柄天

神社、北東方には頼朝創建の大寺院永福寺があり、法華堂は大倉幕府を巡る信仰空間を構成する核のーつ

といえよう〇この問題は附編 3 「法華堂周辺の信仰空間について」に詳述されているo 

宝治元年（1247）の宝治合戦では三浦泰村ら一族五百余人が頼朝法華堂とその周辺で自害して果てたほ

か、建武二年（1335）の北畠顕家鎌倉侵攻などでも法華堂周辺が戦闘の舞台となっている（『相馬文書』）〇 
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実際に頼朝・義時法華堂跡の背後には切岸、堀切、土塁などの山城的遺構の存在が確認されており、戦時

における要害としての機能も有していたと判断された。また義時法華堂跡北側の山稜部近くには、開祖島

津忠久を頼朝の落胤とする島津家の第24代藩主重豪造営の忠久墓と、毛利家第10代藩主斉照造営の開祖毛

利季光とその父大江広元の墓がある。要害遺構と島津家・毛利家の墓所については附編2「源頼朝並びに 



臨 明褐色粘質土層 

明褐色粘質土層（土丹粒含む） 

北条義時の法華堂跡周辺詳細分布調査報告概要」に詳しい。なお、当該調査は前掲の鎌倉市等による行政

主体の調査とは異なり、財団法人鎌倉風致保存会の協力を得て平成13年から17年にかけて実施された日本

城郭史学会大竹正芳氏らによる詳細分布調査である。この他に瑞泉寺境内や東勝寺跡周辺でも、鎌倉風致

保存会の協力の下に有志諸氏による詳細分布調査が平成12年から13年にかけて実施されているo それらの

調査で得られた成果は、平成 9年度から11年度にかけて行われた切通周辺の詳細分布調査と同様に、世界

遺産登録事業にとって欠くべからざる貴重な資料であることは論を侯たない〇 

第 4節 調査区の設定（図1 '2・3) 

調査地点は鎌倉市西御門二丁目686番他に位置する。高低差9m、 53段の石段を登った先に広がる南北

約30 m、東西約20m約600 m'の平坦地がそれである。北奥に更に90段除の石段があり、山上の江戸時代に

整備された島津家墓所、大江慶元墓、毛利家墓所へ続いている。発掘調査は、平成16年 5月26日～同年6 

月28日に行われた試掘調査の成果を基に計画された。 

調査区は南北に長い平坦地の南側に、遺構の広がりを確認する日的で細長い調査区（I区）を設定し

たo 調査は北側半分に重点を置き、主たる調査区（且区・皿区）を設定したものである。 

平成17年 4 月18日に機材の搬入を行い調査を開始した。荒れ地の下草刈り・倒木処理、フエンスの設置、 

迂回路の設営等の環境整備に一週間を費やした。階段が狭く 9mもの高低差があり重機の搬入が困難な

ため、人手による表土掘削、人手による埋め戻しを余儀なくされた。梅雨を挟み同年 7月30日まで調査

が行われ、調査面積は約275 m2である。 

調査に先立って行われた試掘調査結果を元に、人手で表土を約80- 100cm掘 り下げたところ遺構面を検

出した。グリッドは、国土座標を基準に南北軸と東西軸を股定した。グリットは市内 4 級基準点の内 

E059(X= -75,099.389 Y= -24,407.593）と、E084 (X=-75,125,O79 Y=-24,406.641）を基準に、調査基準の

原点 1 (X=-75,054.150 Y=-24,402.087 Z・24.576m)、原点 2（ル-75,054.150 Y=-24,383.648 Zニ＝24.223m) 

を設定したもので、調査中に使用した水準点は鎌倉市三級水準点No.53209 (L=12.086m）から原点1に

移動したもので、原点1の海抜は24.576 mである。 

調査地点の経度は北緯350 19' 23ノノ、東経139。 33' 55/#である。 

調査地は、国指定史跡法華堂跡（源頼朝墓）の東側の丘陵中腹に位置する。西側に位置する源頼朝墓

まで直線距離で約60 m、東側の荏柄天神まで約220 m、南側に当る正面下方には清泉小学校、更に小学校

の南、東西に通る金沢路まで約300 m程である。 

層序（図3) 

調査は現地表から遺構面までを人力で掘削●残土の運搬を行った。遺構面は約80-- 100mの厚さの粘土

質の堆積土で調査地全体が覆われていた。現地は重機の搬入が困難なため、人手による掘削作業・運搬 

図 3  土層堆積模式図 



作業、調査終了後の埋め戻し作業も人手によることを余儀なくされたo 調査中の排土は平坦地南側に仮

置き場を設け、人手により運搬・山積みにしたo 

人力でおよそ30cm掘削した表土の下には、第1層の明褐色土層と第 2層の明褐色粘質土層からなる旧

耕作土が約60cmの厚さで堆積しているo 第 2層の明褐色粘質土層からは 2条の溝が検出された〇溝の中

から宝永4年（1707）富士山噴火時のスコリアが出土していることから、第 2層は江戸期のものと考えら

れる0I区すべてと且区・皿区の南半分は、第 2層の明褐色粘質土層を取り除くと直接遺構面が検出さ

れた〇且区・皿区の北半分では第 2層の明褐色粘質土層の下に堅く締まった第 4 層の暗褐色粘質土層が

検出されたo 雨落ち溝、縁礎石等、遺構・遺物が良好な状態で遺存している北側は必ずこの第 4 層の暗

褐色粘質土層に覆われているo 耕作等により暗褐色粘質土層が削平され直接遺構面が検出されている南

側一帯は、遺構の遺存状態は良好ではなかったo 

検出した遺構・遺物の詳細は次章に譲る。 

第5節 調査日誌抜粋 

4 月18日 機材搬入o 竹木、下草を刈り倒木を処理するo 

4 月25日 テント設営するo 迂回路と排土置き場の整備、フエンスの設置〇 

4 月27日 東西幅2m、南北長さ14.6mのI区設定o 表土掘削を始めるo 

5 月6日 富山大学電磁探査が二日間行われるo 

5 月7日 且区の掘削開始。市内4級測量原点及び水準点からの原点移動を行うo 

5 月13日 南北方向に延びる伊豆石製の石列を確認するo 宝永年間の富士山スコリアの入った溝を検 

出するo 

5 月18日 皿区の掘削開始o 且区で検出した伊豆石製の石列を中心にトレンチを設定o 

5 月26日 皿区でも東西方向に延びる伊豆石製の石列が検出される〇 

6 月2 日 近世溝の掘り下げと近世土壇の検出o 

6 月 7日 伊豆石製の石列は堂の雨落ち溝と確認され、堂跡の規模が明らかになる。 

6月24日 記者発表。 

6 月28日 空撮o 

7月1日 湘南工科大学による遺跡3Dスキャンが行われる。 

7月 7日 埋め戻し開始o 

7 月30日 埋め戻し完了〇機材の搬出を行い現地調査終了o 



第二章 遺構と出土した遺物

南北奥行約30m 、東西幅約20m の平~J3地で俳|二世き場を{確保するために調査地全体を 3 つに分けた 。

I区は、先行して敷地中央から南側に_w:vtj2 111、rt-i北約14.6111の範囲の調査を行った。1I.皿区は敷地の

北側半分を東西約16.5m、南北約16.5111の細川|でIUM任を行った。1I.皿区は各面・遺構のつながりが煩雑

になることを避けるために一括して報告する。

第1節 I区の調査(図 4、図版 1) 

敷地中央から南側に東西 2111、南J北ヒ約14

西約2却Omの平I坦旦地のどこに位置するカか当イ不'， 1ゆ川リ川lなため、 tiUM1't区(1I.皿区)は敷地中央から北側一帯と設

定したが、この前面にあたる南側に辿物跡が辿イFする 吋能性を姶てきれないために設定した調査区であ

る。

(1)第 l面の調査

第2層の明褐色粘質土層を基盤とする。

東西幅の狭い西側と東側でおよ そ 10-20crn の 1\ 'lj 1J ~ノ.1があり、 l将北に細長い東壁に沿って低くなる 。 これ

はH区・皿区の調査で近世満であるととがわかった。|市ではれ穴が 1穴検出されたのみである。

( 2 )第 2面の調査

第 2 層の明褐色粘質土層を掘り下げると、およ そ 10-25cl11 で~~色粘質土層となる 。 上面には微細な砕け

たかわらけ粒が見られる 。 西側 と J>lHJ!lJの Il" GiJ ~;:~: は30cI11 で 1 1師より更に大きくなる。後にこの高低差は近

世溝2であることが明らかになったものでめる。

H区と接する I区北端から南に8111地点で、地111のw色*，'iT-tt.J習が南側の谷外に向かい落ち込む。そ

れを補うように暗茶褐色粘質土と土)干のj也J::)';"}が、V.)"IJJ也の市iWJに広がる。谷聞を埋める造成を行p平坦

地の縁にあたる南辺部を地業で固めているものと与えられる。

第2節 n.m区の調査(図 3・4、図版 2-5)

敷地中央から北側半分で、東西約16.5111、南北約16.5111のiU，'iJ有1:;(を設定 し主な調査区とした。谷奥の北側

から南側まで通した土層断面観察行うため、 IIXのバυlJT を ~，';Ift区の北端まで調査区を二分する形で延長

した。この土層断面観察用の中央メイ ンベルト を脱に、 IltjiJ!lIのH区と東側の皿区を分けた。掘削はH区

の北側から開始し、 H区の表土と耕作上である釦 LMの品1!l'jIJが終わってから田区の掘削を行った。約30

crnの厚さで堆積していた粘土質の表土を除去すると、r:fS1 )~・1の灰褐色土層と第 2 層の明褐色粘質土層か

らなる新旧耕作土が約60cl11の厚さで堆制していた。

(1)第 1面の調査(図 5、図版 2) 

第 1 層の約30cm下、第 2 層の明褐色粘質 H"Iの卜~ 1 ((;をかI1 [耐とする。中央の土層断面で観察すると、

北端と南端で、は約40cmの高低差が認め られた。日|豆、凹区共に向低差はあるがほぼ平坦な面が広がる。

a. 近世溝 l

H 区北西角から調査区南壁に接して設けられた試掘り~n に向かう溝である 。 確認した長さは13m 、幅

1.5111、深さ0.25111の素掘りの溝で、満底から日 I::LlIの火山灰が確認されている。この火山灰 (FHO-l)は、

富士山が宝永 4年 (1707)に爆発した宝永火口から|噴出したもので、 このことから第 1面の時期は、江戸

時代の18世紀を前後する時期をあてることが出来ると考えられる。

- 10一
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b．近世溝2 

且区の北壁中央から 1区南端まで続く溝であるo 確認した長さは約30 mである。幅1.5m、深さ0.4mの

素掘りの溝で、且区北壁で土層が観察出来るo 近世溝1と同じく第 2層の明褐色粘質土層から掘り込ま

れていることから、時期も同じく18世紀を前後する頃と考えられるCI区の東側が一様に落ち込んだの

はこの近世溝1の流路がI区の東壁に沿っていたためであるCI区の東側に向かい落ち込んでいた堆積

は近世溝1の覆土であったo 

C ．近世土壇 

且区中央南よりで検出した土壇であるo 南北3.9m、東西3m、岩盤面からの深さ0.7mの長方形箱形を

呈しているo 西側半分は岩盤を穿ち、東側半分は地山を掘り込んで作られているo 近世溝2の肩を掘り

込んで作られていることから、近世溝 2 より新しいことがわかるo 底面はほぼ平らだが、地山を掘り込

んでいる東側は底面に直径20---3Ocm程の肩平な伊豆石を敷き詰めてあるo この伊豆石は、 2面で検出され

た堂跡の雨落ち溝に使用されていた石材を転用したものと思われるo 地山部分だけに伊豆石が敷かれて 

図6 雨落ち溝北西部詳細図 
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いるのは、西側が岩盤で堅牢なのに対して東側は地山で柔らかいためとも考えられる。しかし土壇の周

囲及び内側に規則性のある柱穴等は認められないことから、建物と云うより覆いだけ掛けた室の様なも

のではないかとも考えられるo あるいは水溜か。 

土壇北壁の土層面を観察すると、岩盤は西から東に向かい約30。の傾斜で落ち込んでいる。岩盤面上

の地山面も約30。の傾斜で東に落ち込んでいる様子が観察されたo 

(2）第 2面の調査（図3 ・ 4 ・ 6~8、図版 4 ・5) 

第1面の構成土である第 2層の明褐色粘質土層の下約3Ocfflで、岩盤を削平した岩盤面と地山である黒

色粘質土からなる第 2面を検出したo 岩盤面は、調査区の西側・北側・東側に露出し、調査区中央から

南側には見られない。これは南に向かい開口する谷の中腹で裾を切り開き、岩盤や地山は削平し開口す

る南側は地業をして平坦地を造成したためと推察できるo 

→第 2面は遺存状態の良好な場所と悪い場所があるo 遺存状態の良好な場所は、およそ調査地域の北半

分で、第1面を構成している第 2層の明褐色粘質土層の下で第 3層の暗褐色粘質土層が第 2面の遺構を

覆い堆積していたo 遺存状態の悪い場所は、およそ調査地域の南半分で、第1面を構成している第 2層

の明褐色粘質土層の下は直接岩盤面、地山面となるo 第 3層の暗褐色粘質土層に覆われていない場所は、 

暗褐色粘質土層を含めて近世の耕作等により遺構が削平された為に遺存状態が悪いものと考えられる〇 

1．堂跡 

且区から皿区に跨り、設定した主調査区内で堂跡を検出、確認したo 堂は礎石建物で礎石掘方、縁東、 

雨落ち溝が確認されたo 基壇を構成するような版築は、後世の耕作等の削平のために遺存していない〇、 

基盤層である岩盤面、黒色土（地山）面の高まりが海抜23.50-23.60 m、削平の著しい南側の低い面が海

抜23.30mであった。 

a．礎石掘方 

堂跡を取り囲む雨落ち溝の内側で、径70- 100cm、深さ 2~ 5 cm程の礎石掘方を 3穴検出した〇そのう

ち礎石1と礎石4 は堂跡の北西角と北東角の位置にあたり間の距離はおよそ8,200-8,700fflmである〇礎石

及び掘方内には根石は遺存していない〇 

b．縁東 

堂跡の北西隅、雨落ち溝に平行して内側に据えられている直径30-45cm程の大きさの礎石（縁1・ 2) 

を 2個、直径40-60m程の凹み（縁4~7・18・20）を検出した〇礎石の遺存する縁1・縁2の間は約 

L210皿、明瞭な掘方や根石は持っていないo 凹みはいずれも堂の柱位置の延長線上に位置し、雨落ち溝

の内側を巡ることから縁束礎石の抜き跡と考えられる。堂跡の北辺にあたる縁 2 と縁 5は礎石1と礎石 

4 の延長線上にあり、礎石の遺存する縁1と抜き跡の縁縁6の間を計測すると36尺 7 (10,900nim)、縁 2 

と抜き跡の縁5の間を計測すると28尺（8,480皿）であったo 

C ．雨落ち溝 

堂跡の北西隅で堂の北辺と西辺に平行する 2列（抜き跡を含めると部分的に 3列）の30-40crn大の安山

岩製の川原石が並ぶ石列を検出した。この石列の軸線が堂と平行していることから、堂の外周を巡る雨

落ち溝と考えられたo 礎石の遺存する縁1と縁 2 から石列の軸線まで計測すると2.5尺（750mm）であった。 

溝は 3列の石列からなり、中央の石列を両脇の石列より一段低く据え溝としている〇 

北辺雨落ち溝 北西角以外は 3列の石列の内、中央石列が比較的良好に遺存している〇 

西辺雨落ち溝 北西角の遺存状態は良好であるが、北西角より南に5mまでは中央石列が遺存する。北

西角より南に約Sm地点で、雨落ち溝上面でかわらけがまとまって出土した〇雨落ち溝

の石列は中央列以外はすべて抜かれていることから、雨落ち溝が機能しなくなってから 

（堂の廃絶）廃棄されたものと考えられるo それ以南はすべての石が抜かれ中央石列の 
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I 	 28尺 	8,480mm 
9 N 2,725mm' 

36J 10,900mm 

位置が浅い溝として約12 m確認されたo 

東辺雨落ち溝 北東角よりすべての石が抜かれ中央石列の位置が岩盤面に浅い溝として北東角から約 

9m確認されたo 

南辺雨落ち溝 削平のため確認できないo 

西辺雨落ち溝と東辺雨落ち溝の間隔は41尺（12,400mm）である〇 

d．検出した堂跡の規模（図9) 

堂跡の柱間寸法は以下の通りであるo 

検出された堂跡は方三間の堂で、本体の平面形は幅・奥行き共に28尺（8,480mm)、中央の柱間は10尺 

(3,030mm)、両脇の柱間が各 9尺（2,725mm)、堂の周囲には幅 4 尺（1,210mm）の縁が廻り、軒出は2.5尺（750mm) 

であった。 

2．その他の遺構（図5) 

2面では堂跡の他に覆土に炭を含む土墳が検出されたo 

a ．土壇1 

堂跡北西角の礎石掘方（礎1）と切り合っているが、土壇1が新しいo 覆土には多くの炭と細かな焼土 

粒が見られる。覆土の大半は削平により失われており深さ数mを残しているだけであった。礎石が抜か 

41 J. 12,400mm 

図 9 堂跡柱間寸法図 
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れた礎石掘方より新しいことから、堂が廃絶した後のものと考えられる o 遺物は糸切り底のかわらけが

出土しているo 

b ．土壇 2 

近世溝 2 の真下で検出された土壇である o 覆土には多くの炭が含まれていたo 近世溝 2 に切られてい

ることから溝よりは古いと考えられるが、覆土の大半が溝に削られているために堂との関係は不明であ

る o 遺物はかわらけと法華堂創建期の瓦と考えられる下向き剣頭文宇瓦が出土している o 

第 3 節 出土した遺物（図1O---17) 

ここではI区出土と且・皿区の各出土地点に分けて報告する o 法量は全て文章中に記し、簡略化のた

めに単位等を省いた。なお単位は全てcmである o また（ ）は復元または残存の数値である o かわらけ

は口径、底径、器高の順である。その他は基本的に残存長、幅、厚さの順である o 古瀬戸は（藤津1997) 

を参考にした。出土遺物の中ではかわらけ・瓦が多いo 特に瓦は胎土・焼成等から、白色粒を多く含み

硬質のタイプ、軟質のタイプ、そして永福寺瓦 ifi期以降に相当すると考えられる、軟質の白色傑等を含

むごく粗い胎土のタイプの 3 種に分けられた。また瓦は殆ど小片であるため、厚さのみ計測したo 

図10- 1 -10は試掘トレンチ内から出土したolは青白磁合子で、外側面に単蓮弁文が施される o 畳付

から外底面は露胎。 2-8は小型糸切りかわらけo2は口径6.3m、底径4.2m、器高1.8m（以下部位・単

位省略）、 3 は7.0・4.9・2.4, 4 は7.0・5.4・2.2, 6 は（7.6) (5.4) 2.3, 7 は（7.5) (5.0) 2.1を測る09 ・10 

は男瓦である09は白色粒や長石をふくむ灰色の精良胎土、焼成は良好で硬質である o 凸面に縄目叩き、 

凹面にはナデによる整形が施され、側面には削りが見られる〇厚さ1.50 1oは軟質の白色篠を多く含む粗

い淡灰褐色の胎土である。凸面は縄目をナデ消し、凹面は布目痕が残るo 厚さ2.3oll・12は女瓦である o 

いずれも凸面に黒雲母を多く含む離れ砂が顕著である01lは軟質の白色傑を多く含む茶灰色の粗い胎土

で、凸面に斜格子叩き、凹面にナデによる整形が施される o 狭端部には細い削りが見られるo 厚さは1.8。 

12も11の胎土に似たごく粗い胎土である o 凸面には斜格子叩き、凹面にはナデが見られる。厚さは2.0o 

13-25はI区遺物包含層から出土した0 13は白磁口禿げ皿o 素地は灰白色で級密、復元口径が8.8o 14は

古瀬戸の天目茶碗下胴部である o 胎土は茶灰色で精良級密である o 内外面には黒色の粕がかかるが、二

次焼成を受けたのか、失透している。15は魚住片口鉢の口縁部片o 胎土は白色粒を含み、精良で明灰色

を呈す0 16は常滑片口鉢且類o 胎土に白色粒を多く含み、器表は燈色を呈す0 17は羽釜。胎土は雲母等を

含み精良で、器表は燈色である0 18は軒平瓦o やや小ぶりの陽刻下向き剣頭文である o 白色粒を多く含

む精良胎土で、軟質のものであるo 表面は燈色を呈す。19-22は糸切りかわらけである0 19は5.0・4.2・ 

1.4, 20は（7.8）・（6.2）・ 1.5. 21は（5.8）・（4.6）・ 1.5, 22は（7.8）・（5.6）・ 2.0o 23は砥石で、中砥とみられ

る o 天草産かo 両面ともに剥離しており、使用面等については不明o 表面は淡褐色～茶灰色を呈すo 残

存長（4.7）・幅（2.4）・厚さ（0.8）を測る o 表面剥離のため使用面等については不明である0 24は不明金属

製品である o 残存で長さ（3.9）・幅（1.7）・厚さ（1.2)o 25は鉄製品の釘で長さ（2.7）・幅（0.7）・厚さ0.5を

測る o 

26-36はI区1面構成土から出土した0 26は龍泉窯系青磁鏑蓮弁文碗o 素地は灰白色で精良級密、器表

は灰緑色を呈す。27・28は手づくねかわらけである0 27は器壁は薄手、平底気味で指頭痕は不明瞭である o 

指頭痕と体部のあいだにわずかに段がつく形状である o 復元口径は（9.0）である0 28も器壁は薄手、平底

気味である o 指頭痕と体部の間には段がつく o 口径（10.8）である0 27・28ともに口唇部の調整は簡略化

されあまり感じられない0 29は糸切りかわらけで、 (12.4）・（8.0）・ 3.2を測る。30・31は石製品砥石で、と

もに鳴滝産の仕上げ砥とみられる〇 30は灰黄色で、 (2.5）・ 2.5・7.0を測る o 少なくとも 2 面以上の使用が

認められる0 31は表面灰白色で、 (2.4）・（2.2）・ 0.6を測るo 表面が剥離しているため、使用面については 
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不明であるo 32は鉄製品の釘である。長（2.4）・幅0.5・厚O.4o 33は軒平瓦で、陽刻下向き剣頭文の瓦頭

部である〇規格が小さく、胎土は白色粒を多く含み、硬質であるo 表面は淡褐色を呈すo 34は軒丸瓦で

あるが、文様部分は欠損するo 胎土は白色粒・雲母を多く含み精良、土器質に近く軟質であるo 表面は

淡燈色を呈す〇 35は青白磁梅瓶o 素地は白色で精良級密、器表は薄い水青色を呈す。体部内外面に施粕

されるが、外底面は露胎である。36は高麗青磁の瓶の下胴部o 霊芝状雲模様が白象巌によって表されるo 

素地は明灰色で精良級密、器表は灰緑色を呈すo 底部に近い部分には何条かの沈線が入るo 

37・38はI区2面構成土より出土〇 37は手づくねかわらけで口径（12.0）であるo 38は須恵器壷であるO 

外面口縁下に波状文が施され、口縁部は突出する形状である〇胎土は白色粒を多く含む明灰色であるo 

外面口縁部下から体部にかけて、部分的に黒色化する〇内面に若干摩滅が認められる。 

39-SiはI-且区表土出土の遺物である。39は龍泉窯系青磁鏑蓮弁文碗であるo 素地は白色で精良級密

で、器表は淡青緑色を呈す〇 40は古瀬戸播鉢の口縁部。胎土は黄白色で精良、器表は茶褐色を呈すo 後

期製品と考えられるo 41は古瀬戸灰柚卸皿o 胎土は黄白色で精良、器表は淡灰緑色を呈す〇復元口径は 

(14.2）であるo 42-46は糸切りかわらけである。42は6.8・4.6・1.9, 43は（6.8）・（4.0）・ 2.0. 44は7.8・ 

3 

図11 表採の石塔 
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3.0・1.2, 45は（8.2）・（7.0）・ 1.5. 46は口径のみの復元で（11.8）である。47-49は鉄製品の釘であるo 47 

が長さ（6.1）・幅（0.6）・厚さ0.5, 48は（2.3）・（0.5）・（0.4). 49は（2.3）・（0.5）・（0.4）を測るo 50は留め金

具で、長さ（5.7）・幅（1.0）・環の径1.8を測る。51は砥石である o 淡黄燈色で、鳴滝産の仕上げ砥か o 

(3.2）・（4.5）・（0.7）で少なくとも表裏 2 面の使用は認められる。 

図11は表採の石塔類で、 1・ 2 は安山岩製、五輪塔空風輪であるolの空輪部の高さは10.9、最大径は 

13.1、くびれ部の径は10.8であるo 風輪部の高さは9.2、最大径は12.8、ほぞ部の長さは2.2、空風輪の全長 

22.3である。 2 の空輪部の高さは11.0、最大径は13.8、くびれ部の径は12.3である〇風輪部の高さは10.2. 

最大径14.0、ほぞ部の長さが1.9で空風輪全長が22.1であるo3は五輪塔火輪o 高さ12.8、軒口高さ4.1、軒

反中央高さ5.7、最大幅19.5の安山岩製である。種字等は見られないo4-6はいずれも安山岩製、五輪塔

の水輪であるo4 は高さ15.0、最大径23.5。 5 は高さ12.5、最大径18.8o 6 は高さ15.4、最大径22.7であるo 

1・ 2 は 3 とは別個体とみられる03は軒の反り等から南北朝～室町期、 4-6は室町期のものとみら

れる。 

図12の 1 -3は皿区表土から出土したolは軒平瓦の瓦頭部で、唐草文が施される o 黒色粒を含む明

灰色の胎土で、硬質であるo2は女瓦で、胎土は明灰色で白色粒を多く含み精良で、硬質である o 凸面

に強い斜格子の叩き、凹面にはナデによる整形が見られる o 厚さ2.1である03は男瓦で、明灰色で白色

粒を多く含む精良胎土で硬質であるo 凸面に縄目叩き、凹面には布目痕をかすかに残す〇厚さ2.3である o 

4 は青磁壷の口縁部である o 灰白色の素地で、器表は灰緑色を呈すo5 は古瀬戸播鉢の口縁部である o 

口唇部が内側にやや突出するo 器表は茶褐色を呈し、黄白色の胎土である o 後W期くらいの製品かo6 

は常滑片口鉢且類o 器表・胎土ともに燈色を呈し、胎土に白色粒等を含む〇 7 は羽釜o 石英や褐色粒を

含む肌色の胎土で、鍔の先端部から裏側にかけて炭化物が付着しているo8 は小型糸切りかわらけで 

(6.8）・（4.8）・ 1.5を測る09は志野碗もしくは皿か〇黄白色の胎土に、内外面に半透明の粕がかかる o 

10・13は軒平瓦o ともに瓦頭文様は短い密着型の陽刻下向き剣頭文を有するo 胎土も類似し、白色粒を多

く含んだ淡灰～淡燈色の精良胎土で、軟質である。平瓦部分の厚さはlmとやや薄い〇 11・12は女瓦であ

る o ともに白色粒を多く含む精良胎土で、軟質である。表面は淡橿色～燈色を呈す〇厚さは1.4前後を測

る0 14は女瓦である o 胎土は灰白色と軟質の白色の際がマーブル状に混じり合いごく粗く、表面は灰色

を呈すo 両面にナデ調整が見られる o 凸面の離れ砂が顕著である。厚さ1.7〇 15は男瓦玉縁部で、胎土は 

14に似る o 表面は淡灰色を呈す0 16は男瓦筒部o 胎土は灰白色で軟質の白色傑を多く含み、粗いo 表面は

暗灰色で、凸面にはかすかに縄目痕が見られる0 17は男瓦玉縁部o 胎土は白色粒を多く含み、軟質のも

のである0 18は男瓦筒部の端部o 胎土は白色粒を多く含み精良で、軟質のタィプである o 表面は暗灰色

を呈すo 

図13は且・m区1面構成土より出土した遺物であるol・ 2 は白磁口禿げ皿〇 1は復元口径（11.0）で

あるo3は舶載磁器の瓶類と見られるが、器表の荒れが激しく、産地等については不明〇素地は淡灰色

で黒色粒などを含み、級密である o 広く低い角高台を持ち、畳付から外底面は露胎、外面から内底面に

かけて施粕される〇 4 は古瀬戸播鉢口縁部〇口唇端部が内面で突出する形状を呈すo 胎土は灰白色で精

良、器表は灰粕が掛かり灰緑色を呈すo 後期製品とみられる o 復元口径（28.4）であるo5は古瀬戸緑粕

小皿o 胎土は灰白色で、口縁内外面に部分的に暗緑色の粕がかかるo6は常滑片口鉢且類。胎土・器表

ともに燈色を呈し、接合はしないが、図12- 6 と同一個体とみられる〇 7 は常滑嚢o 胎土は灰色、器表

は茶褐色を呈すo8は鉄製品の釘で、長さ（2.8） ・幅（0.4） ・厚さ0.3である0 9-29は糸切りかわらけ

である0 9-16は口径が5.0-5.8の極小タィプのかわらけで、 9 は口径（5.0）底径（4.0）器高1.6. 10は（5.8) 

(3.6) 2.0. 11は（5.4) (3.4) 1.7で口唇部に煤が付着する0 12は（5.8) (4.0) 1.7, 13は（5.4) (4.0) 1.9. 14は 

(5.8) (4.0) 1.7, 15は（5.8) (4.4) 2.0, 16は（6.2) (4.6) 1.8である〇 17は底径のみで（4.0)o 18は口縁がラ 
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ッパ状に開く形状で、 (7.2) (4.8) 2.3を測る〇 19・20は口縁部にかけて緩やかに外反するもので、19は 

(7.8) (5.2) 1.8, 20は（7.8) (5.6) 2.0であるo 21は（8.0) (4.6) 2.4を測るo 22は（7.8) (2.9) 1.4, 23は（8.0) 

(5.4) 1.5であるo 24・27は手づくねかわらけであるo 24は器高が低く、段のつかない形状で、復元口径 

(13.0）であるo 25・26はいずれも糸切りかわらけの中型o 25は（11.8) (7.8) 2.7. 26は（11.8) (7.0) 3.5であ

るo 28・29は大型糸切りかわらけで、28は口縁にかけて器壁がやや直線的に立ち上がるo(13.2) (8.4) 3.1 

を測るo 29は口縁部が外反する形状で、(13.8) (8.4) 3.9であるo 30・31は男瓦玉縁部であるo 30は白色

粒・雲母等を含む灰色の精良胎土で、凹面にナデ調整がみられるo 31は白色粒を多く含む燈色の胎土、 

軟質のタイプであるo 凸面の先端部に×字状の刻みがみられるが、小片のため判然としない〇 

図14は 2 面から出土した瓦以外の遺物であるolは龍泉窯系青磁鏑蓮弁文碗である。素地は灰白色で 
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精良級密、器表は淡灰緑色であるo 復元底径は4.70 2 -20は糸切りかわらけである〇 2 ・ 3 は極小かわ

らけで口縁部は外反気味に立ち上がる。 2 が（6.1) (3.0) 1.6, 3 は（6.0) (4.2) 1.6を測る〇 4 から12は小型

かわらけ。 4 は口縁部にススが少量付着する0 (7.8) (5.8) 1.9である。 5 は口縁部が大きく外反する形状

で、 (7.8) (5.5) 2.1であるo6 ・ 7 は器高が低く、口縁に向かってなだらかに外反するo6 は（7.4) (5.0) 

1.3, 7 は（7.8) (5.0) 1.3である〇 8 は内底面のナデが強く、やや薄手で内湾しながら立ち上がる。 (7.5) 

(4.8) 2.0を測る09・10は内湾気味だが、口縁部でやや開く形状〇 9 は（7.5) (4.6) 2.2, 10は（7.8) (5.2) 

2.3を測る。11は（8.3) (4.4) 2.1, 12は（8.0) (3.6) 2.3を測る。13・14・16は中型かわらけである〇 13・14 

の体部は口縁に向かい大きく外反する。13は（9.8) (5.6) 3.2. 14は（11.0) (6.8) 3.0を測る。16は（11.3) (7.4) 

3.0である〇 15は大型手づくねかわらけである o 器高は低く、平底で、口唇部は丁寧に調整される。指頭

痕は不明瞭で、体部とその間にはかすかに稜線が入るo 17-20はいずれも薄手の大型糸切りかわらけであ

る。17は、内湾気味に立ち上がるが、口縁部で若干外に開く。 (12.2) (7.6) 3.4を測る。18・19は内湾し、 

口縁部で直線的に立ち上がる形状である〇 18は（12.0) (7.8) 3.2, 19は（12.8) (9.0) 3.9であるo 20は口縁に 

図14 2面出土瓦以外の遺物 
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かけて大きく外反する形状で、(13.7) (8.2) 3.7であるo 21は瓦質輪花型火鉢である。胴上部に三巴文のス

タンプを配し、その上に 2つおきに連珠文がめぐる。底部がほとんど残存しないが、おそらく脚が付く

ものと思われる。輪花部は貼り付け後、縦ナデと工具による調整が行われる〇体部外面は磨きが施され、 

体部内面は横ナデによって整形されるo 口径35、底径32、器高12.9である〇胎土は灰白色で軟質の白色傑 

ー一一 



を含む瓦質で、器表は暗灰色を呈すo 22は瓦質輪花型と思われるが器種は不明o 香炉かo 輪花部は口縁

内面から、指頭ナデで押し上げて作り出すo 胎土は灰白色で白色の粒などを含み、粗いo 器表は暗灰色

を呈し、体部外面は若干磨きが施される〇 23も22同様、瓦質の輪花型の製品で器種は不明である o 胎土・

成形技法等も似ており、接合はしないが、同一個体の可能性もある。24は瓦質丸浅鉢型の火鉢である o 

口縁上端は水平だが、若干内側に引き出される形である o 口縁外面直下に扇文のスタンプが施される o 

胎土は淡褐色で白色粒や傑を含み、粗い o 器表は内外面ともにスス痕がみられるo 25は瓦質の脚〇外面

に磨きが施され、器表は灰色である。胎土は灰白色で、22・23に酷似し、同一個体の可能性もあるo 

図15はm区 2 面出土の瓦である。 1は軒平瓦で、陽刻下向き剣頭文を有する o 小さい規格のものでは

あるが、白色粒を多く含む精良胎土で、硬質のタイプであるo2 は軒平瓦で、瓦頭文様部分は欠損して

いる o 傑などを多く含み、灰白色と白色がマーブル状に混じり合う粗い胎土で、永福寺瓦皿期以降に相

当するものである o 平瓦部分の厚さは1.7o 3 ・ 4 は軒丸瓦で、瓦頭文様はおそらく、ともに巴文と考え

られるo3 は白色粒を多く含む精良胎土で、軟質である04 は大きめの珠文が 2 個＋ 3 個あるいは 1 

個＋ 3 個が連続してめぐるような形をとるものと考えられる o 胎土は赤褐色で、白色粒や雲母を多く含

み、精良、軟質のタィプである o 表面は黒色で、瓦頭部分には離れ砂が多く用いられる0 5-1Oは女瓦

である。 5 ・ 7 ・ 9 ・10はいずれも、永福寺瓦皿期以降相当と考えられる傑や褐色粒などを多く含む粗

い胎土である。凸面の斜格子叩きと、黒雲母を含む離れ砂が顕著であるのが特徴で、凹面には重ねて焼

いたときに、上の瓦の斜格子叩きが写ったとみられる痕があるものも確認できる〇厚さは概ね1.7前後で

あるo6は凸面に斜格子叩きを有し、離れ砂が見られる o 白色粒を多く含む精良胎土で表面は淡灰色、 

焼成の強い硬質のタィプである o 厚さは1.8o 8 は同じ白色粒を多く含む精良胎土ではあるが、軟質であ

る o 表面は淡灰色～淡燈色を呈し、厚さは1.3。凸面に斜格子叩きと若干離れ砂が確認できるo 

図16は雨落ち溝、遺構から出土した遺物である0 1-8は雨落ち溝西辺から出土したolは白磁口禿

げ皿で、復元底径（6.0)o 2-4 は小型糸切りかわらけである o いずれも器高が低く、器壁が外反しなが

ら立ち上がる形状であるo2 は（7.2) (4.6) 1.5, 3 は（7.8) (5.2) 1.6, 4 は（7.8) (5.8) 1.5である05は大

型糸切りかわらけである0 (12.8) (7.6) 3.5を測る06~8は女瓦で、いずれも白色粒を多く含む精良胎土

で、灰色を呈す硬質のタイプである o また凹凸両面に黒雲母を多く含む離れ砂を使用する o 凹凸両面に

ナデ調整が丁寧に施され、叩き目等は確認できない〇厚さは 6 がやや薄く1.9, 7 は2.1, 8 は2.2を測る o 

9 は雨落ち溝東辺から出土した、小型手づくねかわらけである o 口唇部は調整される〇平底気味で、指

頭痕は不明瞭だが、体部との間には稜線が入るo 復元口径は（9.6）であるoloは近世土壇から出土した龍

泉窯系青磁碗の底部o 角高台で内底面から畳付までは施粕され、外底面は粕を剥ぎ取り、露胎である o 

iF-iSは堂内に含まれると考えられる位置から検出した、 3 つの土壇より出土した〇 11・12は土壇 1か

ら出土した、小型糸切りかわらけである。器高が低く、外反しながら立ち上がる〇 (7.8) (6.4) 1.4である o 

12は器壁が外反気味に立ち上がるが、体部中央でやや直線的に引き上げられる0 (8.0) (6.0) 1.8である o 

13は土壇 3 より出土した、小型糸切りかわらけであるo 二次焼成を受け、まだらに黒色化する0 (8.0) (6.0) 

1.5である〇 14・15は土壇 2 より出土した0 14は小型糸切りかわらけ0 (7.8) (5.8) 1.4である〇黒雲母を多

く含む胎土は、13に酷似する o やはり二次焼成を受けたのか、まだらに黒色化する o 厚さは異なるが、 

あるいは同一個体か0 15は軒平瓦で、陽刻下向き剣頭文を有する o 胎土は白色粒を多く含み、軟質であ

る o 表面は火を受けたか、燈色を呈する。 

図17は雨落ち溝西辺の西側中央に雨落ち溝になだれこむように検出された、かわらけ溜まりから出土

した遺物である0 1-14は糸切りかわらけである0 1-5は器壁が薄手で、外反気味に立ち上がり、器

壁が口縁にかけて内湾するか、あるいは直線的に立ち上がる形状であるolは（6.8) (4.0) 1.7, 2 は（6.4) 

(4.0) 1.7. 3 は（6.8) (4.2) 1.7, 4 は（6.8) (4.2) 2.0, 5 は（6.8) (4.0) 2.0であるo6 ・ 7 は器壁がやや厚手 
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の製品で、底径口径比が小さい〇 6 は7.8・6.2・1.6, 7 は（7.8) (6.0) 1.5であるo8-1Oは中型の糸切り

かわらけである〇 8 は器壁がなだらかに外反し、(10.8) (6.0) 2.9である〇 9 ・10は立ち上がりは外反する

が、口縁近くで直立気味になる形状である〇 9 は（10.0) (6.4) 3.2, 10は（10.8) (7.2) 2.8を測る〇 11-14 

は大型の糸切りかわらけである〇器壁は立ち上がりは外に開き、口縁近くで直立気味になる〇 11は（11.8) 

(6.8) 3.2, 12は（11.8) (7.2) 3.4, 13は（12.4) (8.4) 3.3, 14は（12.5) (8.0) 3.3である。15・16は女瓦であ 

15 

図16 2面雨落ち溝・遺構出土の遺物 
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る〇 15は白色粒を多く含む精良胎土で、灰色を呈す硬質のタィプである〇凸面に離れ砂が顕著で、凹凸

両面に丁寧なナデ調整が行われる。厚さは2.1である。16も白色粒を多く含む精良胎土、軟質のタイプで

あるo 表面は明灰色～淡褐色を呈し、黒雲母を含む離れ砂を両面に使用するo 厚さは1.9であるo17は男

瓦の玉縁部である〇胎土は灰白色で、軟質の白色磯を多く含み、ごく粗いo 表面は暗灰色を呈すo 永福

寺瓦皿期以降に相当するものであるo 図示し得なかった遺物について若干ふれておく。調査区内の包含

層・1面構成土・ 2面構成土・ 2面上等から壁土と思われる破片が多く出土している（図版11一1・ 2)。 

概ね淡燈色～淡褐色を呈し、雲母・橿色粒・白針状物質等を含んだかわらけに似た胎土であるが、ごく

粗い〇火を受けたと思われ表面は荒れている。その中には板状のものを直交に押し付けて、段を作り出

していると思われるものもあるが、いずれも約1~ 3 cm角くらいの大きさのため全体像がつかめない。 

他に1面構成土から径O.5-- 1m程度の滴状の金属片と骨片がわずかに出土している（11一 5 ・ 6)o また

包含層中から白色のチャートが 2点出土している。本報文作成にあたり、瓦の分類について、原慶志氏

に多大なご教示を賜った。記して感謝申し上げたい〇 

図17 2面かわらけ溜まり出土の遺物 
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第三章 まとめ 

吾妻鏡（註 1）に「頼朝法華堂の東の山上をもって墳墓となす」と記述された北条義時の墳墓はその

付近に墳墓堂である法華堂が建てられたと考えられる o 今回発見された堂跡は吾妻鏡の記述を裏付ける

が如く、源頼朝法華堂跡の東側、山の中腹の平坦地で検出確認されたo これを北条義時の法華堂跡と考

えて良いと思う o 近世の耕作による削平を受けてはいるが、名実ともに武家政治の基盤を固めたといっ

ても過言ではない義時法華堂にふさわしい建物である〇この発見は、中世史研究上極めて貴重な成果で

あり、遺跡の重要性を裏付けるものであるo 

確認した堂周辺の遺構面の標高は23.55m -23.65mであるが、谷を造成した約600 m2の平場に礎石を伴う

堂跡が検出されたo この平場は堂建立に伴い造成されたと推測されるが、その年代は出土した瓦等の年

代観から13世紀第1四半期頃と考えられる o 遺構の遺存状態は南ほど削平が著しく堂本体の礎石は遺存

していなかったo しかし堂の北西角と北東角の礎石掘方、北西角の縁の礎石が 2 個遺存しており、更に

北東角の縁の礎石の抜き跡の存在、東辺雨落ち溝と西辺雨落ち溝の中央石列および抜き跡から、堂本体

の柱間、縁および軒出を明らかにするといった成果を上げることができた。復元された堂は亀腹基檀を

もち、梁・桁行共28尺で、周囲に縁をめぐらした方三間の瓦葺の堂である o 

遺物の出土量は多くないが、高麗青磁梅瓶断片、青白磁水注断片など堂内を飾るのに相応しいものが

出土している o 瓦は鎌倉前期から後期までのものが出土している o 鎌倉時代を大きく 3 時期に区分した

永福寺の瓦編年（註 2 ・註 3 ）では、永福寺創建期（1192- 1194）に用いた瓦をI期、文暦 2 年（1235) 

の惣門再建から寛元・宝治年間修理（1244- 1248頃）に用いた瓦を且期、弘安 3 年（1280）火災の再建に

用いられた瓦を皿期としている o 義時法華堂が供養された元仁元年（1224）はちょうどI期と且期の狭間

に当たる事から、義時法華堂に用いられた瓦は永福寺瓦編年に当てはめて見るとI期でもなく且期でも

ない中間の時期ものと考えられよう〇調査で出土し分類したI期から皿期までの瓦383点の内、元仁元年

に供養された義時法華堂に最初に用いられたと考えられる瓦は、且期に分類した瓦の内、宇瓦では下向

き剣頭文宇瓦、精良な胎土を持つ瓦が挙げられる o これらの規格は小さいが、胎土に細かな白色粒を含

むきめ細かく精良なものであるOI期瓦の産地と考えられている埼玉県児玉郡周辺、或いは丘期に惣門

再建に用いられた、埼玉県児玉郡美里町に所在する水殿瓦窯跡で生産された瓦の胎土に似るものである o 

技法的に見ると、女瓦の凸部には縄目叩きは見られず、撫で調整のために分かりづらいがおそらく斜格

子叩きで成形されている〇宇瓦の瓦当は顎貼付である o 瓦当文様の下向き剣頭文は、丁寧な線の細い剣

頭に短い鏑の線が入る o 後に永福寺惣門再建時に用いられる下向き剣頭文（YN 且 03）に通ずる所があ

る丁寧な作りであると考えられる o 頼朝法華堂に用いられたと考えられる瓦の大きさは、小振りで精良

な胎土の一群である〇元仁元年に義時法華堂供養の際に用いられた瓦も小型ながら胎土の精良な一群で

あった〇出土しているI期瓦は、規格も大きく義時法華堂に用いられたものではなく、他から持ち込ま

れたものと考えられる o かわらけ溜まりは雨落ち溝が機能しなくなった後、かわらけが廃棄されたもの

で、大きさでは大中小が見られるが器高が口径に対して低いo 器壁は薄くなりきっていないo 胎土は粉

質ではない。といった特徴から13世紀末～14世紀初頭の年代が考えられる〇とすると、弘安 3 年（1280) 

火災、あるいは延慶 3 年火災（1310）の焼失の時期に当たることになるo しかし延慶 3 年火災の記事は、 

義時法華堂を指すものか明確でないことが悔やまれるo 

最後に調査において諸先生、諸先輩から多くの貴重なご教授を受け、また周辺住民の皆様の深いご理

解とご支援を賜り大きな成果を上げることができたo すべての機材・資材の搬入・搬出、梅雨を挟み雨

の中、炎天下に合計275 m2の調査範囲の掘削・調査・埋め戻しまですべて人手で行ったことなど、調査に

参加した調査員・調査補助員・作業員の人並みならぬ苦労、 3 ケ月半間の間、事故もなく無事に調査を 
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終了することができたことを記して、深く感謝する次第である。 

註 

註1  『吾妻鏡』 元仁元年六月十三日条（新訂増補 国史大系 吾妻鏡 1932 吉川弘文館） 

『新編鎌倉志』 平義時墓（大日本地誌大系 1958 雄山閣出版） 

『鎌倉覧勝考』 右京兆平義時墓（大日本地誌大系 1958  雄山閣出版） 

『新編相模園風土記稿』 西御門村 大江慶元墓（大日本地誌大系 1958 雄山閣出版） 

註2 原 慶志 2002 第4章「出土瓦について」『国指定史跡永福寺跡』遺物・考察編鎌倉市教育委員会 

註3 原 度志 2002 第 4章第 5節「瓦類から見た永福寺」『国指定史跡永福寺跡』遺物・考察編

鎌倉市教育委員会 

参考文献 

1 白井永二編 1976『鎌倉事典』 

2 貫達人・他 1959 鎌倉市史 社寺編 

3 貫達人・川副武胤 1980『鎌倉廃寺事典』 

4 鎌倉市史編纂委員会 1959 鎌倉市史 総説編 

5 国指定史跡永福寺跡 遺構編 平成13年3月 鎌倉市教育委員会 

6 藤津良佑1997「中世瀬戸窯の動態」『瀬戸市埋蔵文化財センター紀要第 5輯』瀬戸市埋蔵文化財センター 

7 国指定史跡永福寺跡 遺物・考察編 平成14年3 月 鎌倉市教育委員会 

8 吾妻鏡（新訂増補 国史大系 吾妻鏡 1932 吉川弘文館） 

9 北篠九代記（績群書類従 第二十九輯上 雑部五 巻第八百五十五） 

10．鶴岡社務記録（1978 鶴岡八幡宮社務所） 

11. 開東評定伝（群書類従 第四輯 補任部） 

12．見聞私記（績群書類従 第三十輯上 雑部二十五） 

13．鎌倉年代記 裏書（績史料大成 1979 臨川書店） 

14．武家年代記 裏書（績史料大成 1979 臨川書店） 

15．日蓮書状 購墨（鎌倉遺文 古文書編第一九巻 1980 東京堂出版） 

16．保暦間記（群書類従 第二十六輯 雑部十三 巻第四百五十八） 

17．明月記（1912 国書刊行曾） 

18．新編鎌倉志（大日本地誌大系 1958 雄山閣出版） 

19．鎌倉覧勝考（大日本地誌大系 1958 雄山閣出版） 

20．新編相模国風土記稿（大日本地誌大系 1958 雄山閣出版） 

21．としよりのはなし（鎌倉市文化財資料 第七集 1971 鎌倉市教育委員会） 



2．調査前風景（西から） 

3.作業風景（西から） 

4. 1区 1面近世溝 2（南西から） 

5. 1区 2面全景（北から） 

6. 1区 2面全景（南から） 

7. 1 区南端土丹地業面（南から） 

図版 1 

1．調査地点へ向かう石段 
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近世溝 （北から） 

3.近世溝 1 （南から） 

5.近世溝 2 （南から） 

6.近世溝 2土層状況（南から） 

1. 2区 1 面全景（南から）  

図版 2 

4. 2区北壁土層状況（南から） 
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図版 3 

1. 3区 2面全景（北から） 

2．土境 2半裁状況（南から） 

5．近世土墳（北から） 

6. 近世土墳北側（西から） 

7.近世土墳南側（南から） 

3.土墳 1 （南から） 

土墳 1 半裁状況（東から） 
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3，堂跡全景（北西から） 

3区全景（南から） 

図版 4 

1.堂跡北辺部（東から） 

堂跡全景（南西から） 

5. 2区全景（南から） 
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3区堂跡北辺部土層状況（南から） 
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西から 

5.雨落ち溝 北西側（西から） 

6.雨落ち溝 北西端（東から） 

7.雨落ち溝 西辺（南から） 

図版 5 

麟 
1. 2区 北辺部 土層状況（南西から） 

驚 
2. 2区 北辺部 土層状況（西から） 麟 驚 

鷺 

議 

I  
I 

3. 雨落ち溝 北西側（北西から） 

舞 
4.雨落ち溝 抜き取り跡 土層状況 
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図版 6 

1. 1 区 2面 青白磁水注出土状況（東から） 

2. 2区 2面 かわら（ 

3. 3区 2面 堂跡出土手つくねかわらけ出土状況（東から） 

4. 2区 2面 かわらけ出土状況（東から） 

5. 2区 2面 瓦出土状況（北西から） 

6．源頼朝の墓 
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図版 7 
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図10 試掘 
	

図10 試掘 

図10 表採 
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図10 I区包含層 
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図10 I区 1 面構成土 I
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図10 表土 

試掘とI区出土の遺物 
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図版 8 

図11 表採の石塔 
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図12 表土 
	

図12 包含層 

表採の石塔と表土・包含層出土の遺物 

-41- 



図12-10 

-15 

-12 

図13一1 

-7 

. 
-8 

-30 

-21 -20 

一 286 

-28 

-25 

図14-2 6 -18 

-20 
	 -19 

	 -15 

-23 

図14 2面 

-3 

. 
-4 

い 	7 

-8 

縛響 
書―。 

-11 

~I盤鷲， 
嚇事， 

V 

-14 

図版 9 

図12 包含層 

0
J
 

み
 

!
1
 

図
 

-23 

喰愛驚 
一 18 

図13 1面構成土 

魂鷲 麟 
I1114-1 

、‘ 麟響難 

一 16 -12 -22 

-13 -15 一 11 

-19 一 14 -10 

-2 

0
 

1
 

-13 

図13 1面構成土 

麟麟 
図13-17 

鱗静 
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図13 1面構成土 

-12 

図14 2面 

図14 2面 

丑・皿区出土の遺物 
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図版10 

 

図16-1 -2 

 

図15 2面 
-4 

図16 雨落ち溝 

-15 

図17 2面遺構 

-17 

図17 かわらけ溜り 

丑・皿区 2 面と遺構出土の遺物 
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壁土（拡大） 

図版11 
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包含層出土用途不明土製品 内面被熱 
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包含層及び 1面構成土 被熱遺物 ー
 

 

5cm 

に
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丑区 1面構成土 金属片 

5cm 

6. II区 1面構成土 骨片

出土した壁土、金属片及び骨片 
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附 編 一  

北 条 義 時 法 華 堂 関 連 主 要 文 献 史 料  

収 録 文 献 一 覧  

一  吾 妻 鏡 （ 新 訂 増 補  国 史 大 系  吾 妻 鏡  一 九 三 二  吉 川 弘 文 館 ）  

一 一  北 篠 九 代 記 （ 績 群 書 類 従  第 二 十 九 輯 上  雑 部 五  巻 第 八 百 五 十 五 ）  

三 ．  鶴 岡 社 務 記 録 （ 一 九 七 八  鶴 岡 八 幡 宮 社 務 所 ）  

開 東 評 定 伝 （ 群 書 類 従  第 四 輯  補 任 部 ）  

見 聞 私 記 （ 績 群 書 類 従  第 三 十 輯 上  雑 部 二 十 五 ）  

鎌 倉 年 代 記  裏 書 （ 績 史 料 大 成  一 九 七 九  臨 川 書 店 ）  

武 家 年 代 記  裏 書 （ 績 史 料 大 成  一 九 七 九  臨 川 書 店 ）  

‘ ×  

, I

/  日 蓮 書 状 醜 雄 （ 鎌 倉 遺 文  古 文 書 編 第 一 九 巻  一 九 八 〇  東 京 堂 出 版 ）  

保 暦 間 記 （ 群 書 類 従  第 二 十 六 輯  雑 部 十 三  巻 第 四 百 五 十 八 ）  

明 月 記 （ 一 九 一 二  国 書 刊 行 曾 ）  

新 編 鎌 倉 志 （ 大 日 本 地 誌 大 系  一 九 五 八  雄 山 閣 出 版 ）  

鎌 倉 覧 勝 考 （ 大 日 本 地 誌 大 系  一 九 五 八  雄 山 閣 出 版 ）  

新 編 相 模 国 風 土 記 稿  （ 大 日 本 地 誌 大 系  一 九 五 八  雄 山 閣 出 版 ）  

と し よ り の は な し （ 鎌 倉 市 文 化 財 資 料  第 七 集  一 九 七 一  鎌 倉 市 教 育 委 員 会 ）  



一 ・ 吾 妻 鏡  

元 仁 元 年 六 月 十 三 日  

己 卯 。 雨 降 。 前 奥 州 病 痢 己 及 二 獲 麟 一 之 間 。 以 二 駿 河 守 一 馬 レ 使 。 被 レ 申 此 由 於 若 君 御 方 一o 就 二 恩 許 一 。  

今 日 寅 勉 o 令 二 落 筋 一 給 o 巳 勉 o 幕 遂 以 御 卒 去 〇 響 ハ 日 者 脚 気 之 上 〇 霊 乱 計 曾 云 o々 自 二 昨 朝 一o 相 績

被 レ 唱 二 弥 陀 賓 号 一 。 迄 二 終 馬 之 期 一 。 更 無 レ 緩 。 丹 後 律 師 馬 二 善 知 識 一 奉 勤 レ 之 〇 結 二 外 縛 印 一 。 念 悌 敷 十

反 之 後 寂 滅 o 誠 是 可 レ 謂 ニ 順 次 往 生 一 欺 云 々 。 午 勉 。 被 レ 遣 二 飛 脚 於 京 都 一 。 又 後 室 落 筋 o 荘 巌 房 律 師 行 勇

馬 二 戒 師 一 云々 。  

元 仁 元 年 六 月 十 八 日  

甲 申 。 舞 。 戊 勉 。 前 奥 州 稗 門 葬 迭 o 以 二 故 右 大 将 家 法 華 堂 東 山 上 一 為 二 墳 墓 一 。 葬 礼 事 o 被 レ 仰 二 親 職 一

之 慮 辞 申 。 泰 貞 又 構 レ 不 レ 帯 二 文 書 一 故 障 〇 偽 知 輔 朝 臣 計 ニ ー 申 之 一o 式 部 大 夫 o 駿 河 守 o 陸 奥 四 郎 。 同

五 郎 o 同 六 郎 〇 井 三 浦 駿 河 二 郎 o 及 宿 老 祖 候 人 。 少 々 着 レ 服 供 奉 〇 其 外 御 家 人 等 参 曾 成 レ 群 。 各 傷 嵯

溺 レ 涙 云 々 。  

元 仁 元 年 六 月 十 九 日  

乙 酉 〇 初 七 日 御 悌 事 〇 導 師 丹 後 律 師 云 々 。  

元 仁 元 年 六 月 廿 二 日  

戊 子 〇 陰 晴 〇 臨 時 御 悌 事 。 三 浦 駿 河 前 司 修 レ 之 〇 導 師 走 湯 山 浄 蓮 房 。 一 日 頓 う 寓 法 花 経 六 部 一 云々 o  

元 仁 元 年 六 月 廿 六 日  

壬 辰 〇 天 晴 〇 二 七 日 御 悌 事 被 レ 修 レ 之 。 大 進 信 都 観 基 馬 二 唱 導 一 云々 〇 今 日 未 勉 o 武 州 自 京 都 下 着 〇 先

宿 二 干 由 比 追 一 給 〇 明 日 可 レ 被 レ 移 二 正 家 一 云々 o 去 十 三 日 飛 脚 〇 同 十 六 日 入 洛 之 間 o 十 七 日 丑 魁 出 京 ム 々 〇

又 相 州 難 田  井 陸 岡 守 義 氏 等 同 下 着 云 o々  

元 仁 元 年 七 月 四 日  

己 亥 〇 晴 〇 今 暁 太 白 陵 二 井 銭 一 之 由 〇 有 司 天 等 告 〇 今 日 三 七 日 御 悌 事 也 〇 導 師 信 濃 法 眼 道 稗 o  

元 仁 元 年 七 月 十 六 日  

辛 丑 〇 晴 〇 五 七 日 御 悌 事 〇 導 師 左 大 臣 律 師 〇  

元 仁 元 年 七 月 廿 三 日  

戊 午 〇 晴 〇 三 十 五 日 御 悌 事 。 導 師 行 勇 律 師 云 o々  

元 仁 元 年 七 月 冊 日  

乙 丑 o 晴 〇 今 日 四 十 九 日 御 悌 事 也 o 導 師 弁 信 正 。 入 レ 夜 。 有 二 騒 動 一 。 御 家 人 等 皆 上 レ 旗 o 着 二 甲 胃 一  

競 走 。 然 而 無 一 其 賓 一 之 間 〇 及 二 暁 更 一 静 誰 o  



元 仁 元 年 八 月 八 日  

壬 寅 o 小 雨 下 o 大 蔵 卿 信 都 良 信 補 二 勝 長 毒 院 別 営 職 一o 今 日 〇 故 奥 州 稗 室 墳 墓 堂 麟 法 供 養 也 〇 導 師  

走 湯 山 浄 蓮 房 o 躍 鮎 曙  

元 仁 元 年 八 月 廿 二 日  

丙 辰 o 故 奥 州 稗 室 百 ケ 日 御 悌 事 o 今 日 被 レ 修 レ 之 o 導 師 弁 信 正 云 々 。 今 タ 。 六 波 羅 使 者 到 来 o 去 十 四 日 。  

相 公 羽 林 入 洛 之 由 申 レ 之 o  

元 仁 元 年 八 月 廿 九 日  

美 亥 〇 陰 o 前 奥 州 後 室 禅 尼 o 依 二 一 位 家 一 仰 〇 下 ニ ー 向 伊 豆 国 北 篠 郡 一o 可 レ 寵 『 居 彼 所 一 云々 o 有 二 其 科 一

之 故 也 o 伊 賀 式 部 蒸 光 宗 配 う 流 信 濃 園 一 。 舎 弟 四 郎 左 衛 門 尉 朝 行 o 同 六 郎 右 衛 門 尉 光 重 等 〇 馬 二 相 摸

掃 部 助 o 武 蔵 太 郎 預 一o 自 一 京 都 直 可 レ 配 う 流 鎮 西 一 之 旨 o 被 二 仰 遣 一o 此 雨 人 。 一属 う 従 相 公 羽 林 上 洛 一

之 後 o 未 二 蹄 参 一 云 o々  

元 仁 元 年 十 一 月 十 八 日  

庚 辰 o 舞 o 武 州 馬 二 故 右 京 兆 周 関 御 追 福 一o 被 レ 建 ニ ー立 伽 藍 一 〇 今 日 立 柱 o 右 近 将 監 景 綱 奉 行 云 々 。  

嘉 禄 元 年 六 月 十 三 日  

壬 寅 o 晴 o 今 日 相 『 営 故 京 兆 周 関 〇 武 州 新 造 輝 迦 堂 被 レ 遂 二 供 養 一 〇 導 師 弁 信 正 定 豪 o 請 僧 二 十 口 〇  

相 州 己 下 人 々 群 集 o  

嘉 禄 元 年 七 月 十 一 日  

庚 午 o 晴 〇 丑 刻 o 二 位 家 莞 o 御 年 六 十 九 o 是 前 大 将 軍 後 室 〇 二 代 将 軍 母 儀 也 o 同 二 干 前 漢 之 呂 后 一 令  

レ 執 う 行 天 下 一 給 。 若 又 神 功 皇 后 令 二 再 生 一o 令 レ 擁 ニ ー護 我 園 皇 基 一 給 欺 云 々 。  

嘉 禄 二 年 六 月 十 三 日  

丙 申 o 晴 o 迎 二 右 京 兆 第 三 年 忌 辰 一o 依 レ 之 〇 大 慈 寺 稗 迦 堂 被 レ 供 ニ ー養 之 一o 導 師 求 悌 房 。 施 主 武 州 也 〇  

寛 喜 三 年 十 月 廿 五 日  

丁 丑 o 晴 o 及 レ 晩 大 風 吹 o 戊 四 刺 o 相 州 公 文 所 焼 亡 。 南 風 頻 扇 〇 東 及 二 勝 長 毒 院 橋 遍 一 〇 西 迄 二 干

永 福 寺 惣 門 之 内 門 o 姻 炎 如 レ 飛 〇 右 大 将 家 井 右 京 兆 法 花 堂 同 御 本 尊 等 為 二 灰 燈 一 〇 六 人 畜 焼 死 不 レ 知 二

其 員 一 。 是 盗 人 放 火 之 由 。 有 二 其 聞 云 o々  

寛 喜 三 年 十 月 廿 七 日  

己 卯 o 晴 o 相 州 o 武 州 参 二 評 定 所 一 給 o 撮 津 守 師 員 〇 駿 河 前 司 義 村 o 隠 岐 入 道 行 西 o 出 羽 前 司 家 長 。  

民 部 大 夫 入 道 行 然 〇 加 賀 守 康 俊 o 玄 番 允 康 連 等 出 仕 〇 式 部 大 夫 入 道 光 西 。 相 摸 大 撫 業 時 。 執 二 申 法

花 堂 井 本 尊 災 事 一o 縦 雛 レ 馬 二 理 運 火 災 一o 於 二 開 東 一 尤 可 一 怖 畏 思 食 一 之 由 〇 各 進 豆 忌 見 状 一o 同 造 管 事 。  

被 レ 経 二 評 定 一 慮 o 如 二 師 員 o 行 西 〇 康 連 一 〇 墳 墓 堂 等 炎 上 之 時 o 無 一 再 興 例 一 之 由 依 レ 申 レ 之 o 有 二 御 助 成

一o 可 レ 仰 二 寺 家 之 旨 議 定 云 o々 又 雨 御 願 寺 新 造 事 o 依 二 此 火 災 延 引 o 馬 二 第 一 徳 政 一 之 由 〇 世 以 調 謁 云 o々  



寛 喜 三 年 十 一 月 十 八 日  

庚 子 〇 将 軍 家 御 願 五 大 尊 像 被 レ 奉 堀 迫 ニ ー 始 之 〇 師 員 o 光 西 〇 康 連 等 為 二 奉 行 一 云々 o 今 日 〇 右 大 将 家 法  

花 堂 上 棟 也 〇 此 事 被 レ 付 寺 家 一 云々 o  

嘉 禎 二 年 六 月 五 日  

庚 寅 〇 審 〇 新 造 御 所 御 持 悌 堂 立 柱 〇 入 レ 夜 於 其 地 〇 被 レ 行 土 公 祭 一 〇 晴 賢 朝 臣 奉 う 仕 之 〇 今 日 〇

武 州 於 北 篠 一 修 二 右 京 兆 十 三 年 追 善 一 給 〇 正 日 難 レ 馬 来 十 三 日 〇 故 被 レ 引 ー 上 之 〇 此 間 o 願 成 就 院

北 傍 o 建 ニ ー 立 塔 婆 〇 本 尊 則 大 日 程 迦 弥 陀 等 尊 像 也 〇 行 男 茶 羅 供 一 〇 被 レ 遂 二 供 養 儀 〇 大 阿 閣 梨  巌

房 信 都 行 勇 〇 讃 衆 十 二 口 〇 右 馬 助 〇 民 部 少 輔 ） 証 取 阿 閣 梨 布 施 o 駿 河 伊 豆 雨 国 以 下 御 家 人 群 参 作 善 〇

武 州 殊 令 レ 致 丁 寧 沙 汰 一 給 云 々 〇  

暦 仁 元 年 十 二 月 廿 八 日  

己 巳 〇 匠 作 〇 前 武 州 〇 遠 江 守 〇 右 馬 権 頭 〇 駿 河 守 〇 宮 内 少 輔 等 〇 被 レ 参 二 右 大 将 家 〇 二 位 家 。 前 右 京  

兆 等 法 華 堂 〇 馬 一 歳 末 之 故 欺 〇 駿 河 前 司 〇 毛 利 蔵 人 大 夫 入 道 o 甲 斐 守 。 秋 田 城 介 参 曾 ム々 〇  

仁 治 元 年 一 月 廿 四 日  

己 丑 〇 天 晴 〇 今 暁 正 四 位 下 行 修 理 権 大 夫 平 朝 臣 時 房 卒 〇 一 一 与 自 昨 日 辰 刻 一 被 二 口 寵 o 去 夜 絶 入 〇 是  

若 大 中 風 歎 云 々 〇 今 日 午 刻 卒 去 之 由 〇 雛 レ 及 披 露 一 員 賓 開 眼 者 〇 今 暁 丑 刻 云 o々  

仁 治 二 年 十 二 月 冊 日  

発 未 。 前 武 州 参 右 幕 下 〇 右 京 兆 等 法 花 堂 給 〇 又 獄 囚 及 乞 食 之 輩 有 施 行 等 〇 三 津 藤 二 為 奉 行 。  

其 後 渡  御 干 山 内 巨 福 礼 別 居 〇 乗 燭 以 前 令 A 還 給 ム々 〇  

寛 元 元 年 二 月 二 日  

己 酉 〇 天 審 〇 辰 勉 。 故 前 右 京 兆 崇 敬 大 倉 薬 師 堂 焼 亡 〇 失 火 ム々 〇 本 悌 奉 レ 取 う 出 之 ム々 〇  

宝 治 元 年 六 月 五 日  

丙 戊 〇 天 晴 〇  （ 中 略 ）  而 泰 村 以 下 為 レ 宗 之 輩 二 百 七 十 六 人 〇 都 合 五 百 余 人 令 自 殺 一o 此 中 被 レ

聴 二 幕 府 番 帳 之 類 二 百 六 十 人 ム々 〇 次 壷 岐 前 司 泰 綱 〇 近 江 四 郎 左 衛 門 尉 氏 信 等 兼 レ 仰 o 馬 レ 追 ー 討 平

内 左 衛 門 尉 景 茂 〇 行  向 彼 長 尾 家 〇 作 吃 馨 之 慮 〇 家 主 父 子 者 〇 於 法 華 堂 自 殺 訟 〇  （ 以 下

略 ）  

宝 治 二 年 十 二 月 十 三 日  

丙 辰 〇 相 州 〇 左 親 衛 等 令 レ 参 二 右 大 将 家 法 華 堂 井 右 京 兆 墳 墓 堂 等  給 〇 恒 例 御 悌 事 之 上 〇 有 副 供  

養 経 巻 等 〇 依 レ 為 一 歳 末 也 〇  

建 長 二 年 十 二 月 廿 九 日  

庚 申 〇 奥 州 〇 相 州 令 レ 巡 う 礼 右 大 将 家 〇 左 大 臣 家 〇 二 位 家 井 右 京 兆 等 御 墳 墓 堂 々 一 給 〇 後 藤 佐 渡 前

司 〇 小 山 出 羽 前 司 〇 三 浦 介 〇 出 羽 前 司 〇 刑 部 大 輔 入 道 等 参 曾 云 o々 今 日 〇 篠 々 有 一 施 行 事 等 〇 所 謂 o  

新 造 閑 院 殿 遷 幸 之 時 瀧 口 衆 事 〇 自 一 開 東 可 レ 被 二 催 進 之 旨 〇 所 レ 被 二 仰 下 也 〇 偽 日 来 有 沙 汰 〇 任

寛 喜 二 年 潤 正 月 之 例 〇 各 可 レ 進 子 息 一 由 o 召 う 仰 可 レ 然 之 氏 族 等 〇 但 彼 時 人 敷 記 不 二 分 明 之 間 〇  



被 レ 尋 ー 出 所 レ 給 御 教 書 一 。 就 二 其 跡 等 一 〇 今 日 被 二 仰 付 之 慮 o 押 垂 斎 藤 左 衛 門 尉 跡 之 輩 申 云 〇 砥 ニ ー候

瀧 口 一 事 。 非 レ 無 一 前 躍 一 。 就 レ 中 本 所 屋 管 作 o 部 吾 等 所 役 也 。 於 レ 被 レ 差 う 進 御 家 人 一 者 。 尤 欲 レ 被 レ 加 二

其 中 一 云々 o 然 而 人 敷 既 治 定 之 上 〇 以 後 日 之 次 一 。 可 レ 令 二 申 出 之 由 云 々 。 清 左 衛 門 尉 馬 二 奉 行 一 矢 o  

次 隠 岐 太 郎 左 衛 門 入 道 心 願 者 o 佐 々 木 隠 岐 前 司 義 清 嫡 男 〇 幕 府 近 習 也 〇 俄 以 令 二 出 家 遁 世 一 訪 o 而 若

狭 前 司 泰 村 馬 二 北 篠 殿 御 縁 者 一 〇 殆 極 二 武 家 権 柄 一o 己 似 レ 馬 二 諸 人 之 上 首 一 〇 干 レ 時 心 願 濁 挿 二 異 心 一 。 就  

ー 如 二 座 着 上 下 一 之 事 上 。 度 々 及 二 喧 嘩 一 。 始 終 不 レ 得 レ 相 『 争 之 一 〇 出 家 之 企 。 起 二 於 此 事 一 云々 。 於 二 件 所 領

者 。 賜 二 舎 弟 次 郎 左 衛 門 尉 泰 清 一 。 其 後 心 願 子 息 等 出 生 詑 〇 泰 村 又 滅 亡 〇 漸 有 二 後 悔 気 一 之 上 o 馬 レ 令

レ 扶 う 持 子 息 一 。 本 領 掌 之 地 少 々 可 レ 令 二 和 与 一 之 由 。 還 難 二 懇 望 一 。 泰 清 敢 以 依 レ 不 レ 令 レ 諾 う 許 之 一 〇 結

旬 彼 子 息 等 企 二 針 訴 一 之 慮 o 再 往 被 レ 凝 二 群 議 一 難 レ 被 レ 許 之 旨 〇 所 レ 被 二 仰 出 也 o 中 山 城 前 司 奉 う 行 之  

〇  

云 々  

弘 長 三 年 三 月 十 日  

庚 寅 〇 天 晴 o 故 右 京 兆 義 一 。o 御 願 大 倉 薬 師 堂 o 日 来 加 二 修 造 一o 今 日 被 遂 二 供 養 一o 舞
o 導 師 近 江 僧 都 公  

朝 o  

建 保 六 年 （ 一 二 一 八 ） 七 月 九 日  

戊 寅 o 晴 〇 未 明 。 右 京 兆 渡 う 御 大 倉 郷 一 。 於 二 南 山 際 一o 卜 二 便 宜 之 地 一 。 建 う 立 一 堂 一 。 可 レ 被 レ 安 う 置  

薬 師 像 一 云々 。  

一 一 ．  レ し 父 木 L ハ P、 コ し  

ー  ゴ ， 《 什 レ J ノ 《f ー 三 一 口  

寛 喜 三 年 辛 卯  

（ 中 略 ）  

今 年 十 月 廿 五 日 右 大 将 家 井 義 時 朝 臣 法 華 堂 焼 失 o  

今 年 世 上 飢 健 過 レ 法 。  

仁 治 三 年 六 月 十 五 日  

入 道 前 武 蔵 守 正 四 位 下 平 朝 臣 泰 時 卒 o 六 十 。新 善 光 寺 智 導 上 人 馬 二 知 識 一 奉 レ 勤 二 念 悌 一 。  

弘 安 三 年 庚 辰  

（ 中 略 ）  

今 年 十 月 廿 八 日 丑 刻 右 大 将 井 義 時 時 房 等 朝 臣 。 法 花 堂 荏 柄 杜 井 尼 寺 o 二 階 堂 相 州 舘 己 下 焼 失 。 火 本  

中 下 馬 橋 中 篠 判 官 宿 所 。  

延 慶 三 年 庚 戊  

（ 中 略 ）  

十 一 月 六 日 自 二 安 養 院 一 失 火 o 焼 失 所 所 。 勝 長 l m 吋 院 。 法 花 堂 〇 神 宮 寺 。 浄 光 明 寺 o 多 賓 寺 〇 理 智 光 院 o  

椙 本 〇 田 代 。 二 階 堂 。 大 門 。 荏 柄 杜 。 其 外 堂 社 不 レ 知 二 其 数 〇 将 軍 御 所 最 勝 園 寺 稗 閤 舘 o 而 国 司 以  

下 大 名 小 名 舘 宿 等 大 署 焼 失 詑 。 前 代 未 聞 之 由 有 其 沙 汰 一 。  



三 ． 鶴 岡 社 務 記 録  

弘 安 三 年 十 月 廿 八 日  

三 庚 辰  

十 月 廿 八 日 、 丑 刻 、 神 宮 寺 千 体 堂 、  

右 大 将 家 雨 法 花 堂 焼 失 、  

延 慶 三 年 十 一 月 六 日  

三 庚 戊  

十 一 月 六 日 、 神 宮 寺 炎 上 、 同 時 右 大  

将 家 雨 法 花 堂 焼 失 ラI 、 依 大 風  

鎌 倉 中 大 焼 亡 也 、  

四 ・ 開 東 評 定 伝  

寛 喜 三 年 辛 卯  天 下 大 飢 鰹 疾 疫 〇 十 月 廿 五 日 右 大 将 家 法  

花 堂 焼 失 〇 義 時 朝 臣 法 花 堂 同 以 焼 失 〇  

弘 安 三 年 庚 辰  十 月 二 十 八 日 丑 慰 右 大 将 家 法 花 堂 焼 失 〇 義  

時 時 房 朝 臣 法 花 堂 同 焼 失 o  

五 ・ 見 聞 私 記  

弘 安 三 年 辰 十 月 廿 八 日 丑 時  右 大 将 家 法 花 堂 焼 失 〇  

延 慶 三 年 十 一 月 六 日 未 時 欺 〇 自 潰 選 火 出 来 〇 始 自 御 所 殿 中 大 名 小 名 屋 〇 大 御 堂 〇 法 花 堂 〇 荏 柄 吐 〇

浄 光 明 寺 〇 多 賓 寺 〇 二 階 堂 大 門 〇 鐘 楼 〇 経 蔵 悉 焼 失 了 〇 先 代 未 聞 人 殊 事 也 〇  

六 ． 鎌 倉 年 代 記  

今 年 警 十 月 廿 五 日 、 右 大 将 家 井 義 時 朝 臣 法 花 堂 焼 失 、 今 年 世 上 飢 鰹 過 法 、  

今 年 喫 十 月 廿 八 日 、 丑 刻 、 右 大 将 家 井 義 時 、 時 房 等 朝 臣 、 法 花 堂 、 荏 柄 吐 井 尼 寺 、 二 階 堂 相 州 館

己 下 焼 失 、  火 本 中 下 馬 橋 中 条 判 官 宿 所 云 々 、  

今 年 延 慶 十 一 月 六 日 、 自 安 養 院 失 火 、 焼 失 所 々 、 勝 長 寿 院 、 法 花 堂 、 神 宮 寺 、 浄 光 明 寺 、 多 宝 寺 、  

理 智 光 院 、 椙 本 、 田 代 、 二 階 堂 、 大 門 、 荏 柄 杜 、 其 外 堂 吐 不 知 其 数 、 将 軍 御 所 、 最 勝 園 寺 騨 閤 舘 、  



当 国 司 以 下 、 大 名 、 小 名 宿 館 等 大 略 焼 失 訟 、 前 代 未 聞 之 由 有 其 沙 汰 、  

七 ・ 武 家 年 代 記  

同 （ 寛 喜 ） 三 年  

天 下 大 飢 鰹 疾 疫 、 同 十 廿 五 、 右 大 将 家 井 義 時 法 華 堂 炎 上 、  

同 （ 弘 安 ） 三 年  

十 廿 八 、 右 大 将 ー 法 華 堂 、 義 時 時 房 法 花 ー 焼 失 、  

八 ． 日 蓮 書 状 （ 日 蓮 遺 文 ）  

弘 安 三 年 十 二 月 十 八 日  

鷲 目 一 貫 送 給 て 、 法 華 経 の 御 害 立 別 に 申 上 候 了 、  

な に よ り も 故 右 大 将 家 の 御 廟 と 故 権 太 夫 殿 の 御 墓 と の や け て 候 由 承 て 、 な け き 候 へ は 、 又 八 幡 大 菩  

薩 並 若 宮 の や け さ せ 給 事 、 い か ん か 人 の な け き 候 ら む 、 （ 以 下 略 ）  

九 ・ 保 暦 間 記  

左 京 大 夫 義 時 思 ノ 外 ニ 近 習 ニ 召 仕 ケ ル 小 侍 ニ ツ キ 害 サ レ ケ リ o サ シ モ 十 善 帝 王 ダ ニ 乍 レ 居 打 勝 進 セ

シ カ ド モ 。 業 困 難 レ 遁 事 。 都 テ 不 レ 可 レ 疑 o 承 久 ノ 合 戦 尾 張 美 濃 ョ リ 始 テ 宇 治 勢 多 京 都 ノ 合 戦 ニ 死 者

幾 千 菖 ト 云 事 ヲ 不 レ 知 。 院 宮 遠 鳴 へ 下 ラ セ 給 フ 。 公 卿 殿 上 人 詠 セ ラ ル 、 人 々 ノ 歎 不 レ 可 二 勝 テ 計 「o 如

戸 此 ノ 報 ト 覚 ェ テ 怖 シ o  

十 ． 明 月 記  

安 貞 元 年 四 月  

十 一 日  （ 中 略 ）  法 印 問 云 、 あ の 男 は 誰 ぞ 、 人 云 、 修 理 亮 殿 武 蔵 太 郎 こ ざ れ 、 又 あ の 男 は 掃 部 助

殿 、 こ れ は 見 き 、 次 云 、 只 早 頭 を き れ 、 若 不 然 ば 又 義 時 か 妻 が 義 時 に く れ 遣 さ む 薬 さ れ こ る て く は

せ て 早 こ ろ せ 、 麟 務  （ 以 下 略 ）  

十 一 ・ 新 編 鎌 倉 志  

平 義 時 墓  

今 は 亡 、 【 東 鑑 】 に 、 元 仁 元 年 六 月 十 八 日 、 前 奥 州 義 時 を 葬 送 す o 故 右 大 将 家 の 、 法 華 堂 の 東 の 山  

の 上 を 以 て 墳 墓 と す 〇 貌 新 法 華 堂 と あ り 。  
ー い N ー  



鎌 倉 撹 勝 考  

右 京 兆 平 義 時 墓  

1 1 ル 仁 1 1 ル 年 六 月 十 三 日 卒 す 六 十 七o 【 東 鑑 】 に は 、 義 時 が 死 を 潤 飾 し て 、 順 次 往 生 す と あ り o 【 保 暦 間 記 】  

に は 、 近 習 の 小 侍 に 刺 殺 さ れ し と あ り o 此 人 の 罪 悪 、 天 謎 を 遁 れ ざ る こ と な れ ば 、 将 軍 家 執 権 の 篠

に し る せ し ゆ え 麦 に 略 す 〇 【 東 鑑 】 に 、 右 大 将 家 の 法 華 堂 の 山 上 へ 葬 、 墳 墓 を 銃 し て 新 法 華 堂 と 云

由 見 へ た れ ど も 、 墓 今 は 廃 し て 見 へ ず o  

新 編 相 模 国 風 土 記 稿  

西 御 門 村  大 江 慶 元 墓  

（ 中 略 ）  或 は 北 篠 義 時 が 古 墳 と 云 へ り 。 元 仁 元 年 六 月 此 地 に 義 時 が 墳 墓 を 管 し 事 は 【 東 鑑 】 に 見  

へ た り 其 文 前に 引 用 せ り 、然 し て 其 墓 蹟 此 遅 他 に 遺 跳 な け れ ば 、 其 説 近 し と 云 へ ど も 今 是 非 を 決 し 難 し 、  

と し よ り の は な し  

西 御 門  廃 寺  

大 江 公 の 墓 の 下 に 畑 が つ く っ て あ る 平 み が あ る 、 方 台 寺 と い う 寺 跡 で 、 ふ け い 寺 と い う と こ ろ も あ  

る o  （ 中 略 ）  方 台 寺 跡 の こ と は 法 華 堂 ま わ り と か 、 法 華 堂 下 と か 呼 ん で い た o （ 以 下 略 ）  

※  延 慶 三 年 の 記 事 に つ い て は 「 法 花 堂 」 と し か 記 載 さ れ ず 、 弘 安 三 年 大 火 後 の 義 時 法 華 堂 再 建 に つ い

て は 明 確 で は な い 0  



附編2 源頼朝並び北条義時の法華堂跡周辺詳細分布調査報告概要 
大竹 正芳 

本調査は財団法人鎌倉風致保存会の協力のもと、学術認定団体日本城郭史学会有志により2001年1月25 

日から2005年2 月23日にかけて、のべ30日行ったo 調査メンバーは以下の通りである。 

調査員 大竹正芳 阿部和彦 中川雅史 奥田好範 結城かおる 補助調査員 小柳光範 竹井英文

小宮裕（以上日本城郭史学会） 遺構図は大竹、堀切の断面図は中川、写真は阿部が担当した〇 

1．図1 国指定史跡法華堂跡（源頼朝墓）、北条義時の法華堂跡周辺実測図 

法華堂跡（源頼朝墓）西側には下にある白旗神社にかけて土塁状の削り残しがみられるo（写真1）文

政12年（1829）刊の『鎌倉横勝考』の附図（図2）をみるとあたかも頼朝の墓所を抱きかかえる様に尾根

が表現されているo この絵図左側の尾根が土塁状遺構を描いたものと思われる〇石段東側も土塁状に削

り残されており、故赤星直忠氏によると本来の法華堂登り口は白幡神社の北側中央にあったという〇

絵図に描かれた右側尾根を削り石段を設けたものと考えられる〇『鎌倉横勝考』の附図は実際に現地を

見て描いたものと思われるo 頼朝墓の背後には堀切3 があり、その東方7m先と西南45m先の地点にそ

れぞれ幅3m、 4mの窪地があるo 堀切が埋まっている可能性もありうるo 

本編調査地、義時法華堂跡は地元では「ほうだいじ」と呼ばれていたo「ほうだいじ」は「北条寺」 

q日仮名づかい「ほうでうじ」）がなまったものであろうかo 尾根を隔てた東側には大倉山やぐら群のう

ち、「おっぱいやぐら」と呼ばれる二基の横穴墓転用やぐらが存在し、その下にはL字形の平場がある〇 

（写真2）地元では従来このやぐらが義時の墓だといわれていたo 平場の幅は現状で6---7mあり、切岸

が本来の際だとすると 8 ---lOm幅であったと思われる。南側にはやぐらが一基あるが流土により埋没し

てし、るo 

2．図3 やぐら 

大倉山やぐら群（大蔵山東横穴『鎌倉市史』）伝承名 おっぱいやぐら よきとき（義時）さん 

横穴墓からやぐらに転用。お乳の神様として昭和20年頃まで信仰されていた。 

一号穴 

幅640cm 奥行き400cm 高さ230cm 天井はアーチ形 

二号穴 

玄室 幅290cm-230cm 奥行き350cm-400cm 高さ155cm~ 180cm 

棺室 幅304cm 奥行き320cm 高さ235cm 玄室天井はアーチ形、棺室は舟底形（切妻形）天井で平入りo 

一号穴、二号穴共に基準長さ30cm 

南側やぐら 

幅422cm 現状では奥行き、高さは不明 

大倉幕府北横穴墓 

大倉幕府北遺跡の二基のやぐらがある尾根の稜線直下に存在する。家形を意識したアーチ形平入り棺 

室と羨道の境のない玄室の二室に分かれる〇この形状は上記の二号穴と同様で学習院大学輔仁会の『中 

世墳墓「やぐら」の調査』(1966）東御門墳墓群調査でも同様のものが二基確認されているo 棺室の内部 

は中央がへこんでおり風化の著しい直径20cmの五輪塔の一部が残るo 逗子市沼浜所在の「桐ケ谷家先祖 

やぐら」が極めてよく似ており、同じ系譜の可能性があるo 

玄室 幅178cm 奥行き550cm (250cmが墓前域） 高さ195-238cm 
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棺室 南辺271cm 北辺241cm 東辺213cm 西辺201cm 高さ156-- 157cm 

奥壁（北面）高さ lm前後のところに天井と壁を区切る溝あり〇 基準長さ30cm 

3 ．図4~6 堀切 

堀切1（図4) 

太平寺、高松寺跡の北側に位置する〇かなり崩れており西端しか原形をとどめていない〇 

上幅 3m 下幅 lm 深さ130cm （現状） 

堀切 2 （図6) 

来迎寺墓所の上にある。公共基準点4327番の山頂から北側へ30度程の傾斜で距離1450cm 、高低差 5m 

の坂が下りきった場所で掘り切られているために堀切自体の数値以上のスケール感があるo さらに尾根 

の西側は堀切を基点に北側に現状で高さ270-330cm 、全長13mの切岸がほぼ垂直に削られている。 

上幅7m 下幅 lm 深さ250-280cm （現状） 

堀切 3 （図5) 

源頼朝の法華堂と北条義時の法華堂の境をなしており、南側には堀底に続く道がある。 

上幅 6m 下幅 2m 深さ170cm（現状） 

4 ．図 7 法華堂跡・荏柄天神社周辺詳細分布調査概要図 

「武家の古都・鎌倉」独自の都市構造として信仰と空間を把握するため調査範囲を広げてみたo 特に荏柄

天神社背後に興味深い遺構が確認できたので概要を述べたいo 『関八州古戦録』「北条氏康河越後詰付夜戦

の事」の記述で「韮山、長窪、三崎、荏柄の要害」に不慮の備えをしたと記されている。調査の結果荏

柄天神社背後の山頂には南北70m、東西80m程の大規模な平場が確認されたo 平場の東側はさらに階段状

に二段の平場があり、一方西側から北側にかけては尾根が削り残され土塁状になっている o ここには二

箇所掘り割られた出入り口があり、その形状は中世城郭の析形虎口と同様である〇覚園寺の境内絵図に

は護法寺跡と記入されている〇しかし山頂部を大きく削るあり方は鎌倉の土地利用としては異質といえ

る。また出入り口の形状からも山頂部に関しては荏柄要害である可能性が高い〇東側中腹部に弧を描い

た平場がある o これは尼五山第四位の護法寺の遺構であろうか。山項部だけではなく東御門の谷を中心

に護法寺や荏柄の関所等の周辺施設との関連も考えるべきかと思う。この荏柄要害の北側には堀切 2 と

対になる堀切 4 も現存するo 

鎌倉市内唯一の原形を留めた戦国期の城郭遺構と考えられ，後北条氏が天文15年（1546）に使用したと

いうことも伝わり歴史的価値は高いo 将来的にはしかるべき調査を行うことが好ましいo 

5 ．源頼朝、島津忠久、大江広元、毛利季光の墓所造営の時代背景について 

義時法華堂跡の背後には横穴墓を改造した島津忠久、大江広元、毛利季光の墓所が三つ並んでいる〇島

津忠久は薩摩藩島津家の祖であるが同家には忠久が頼朝の子供であったという伝承が残り、現在見られる

頼朝墓は忠久墓と同時に島津家先祖の墓として改修されている。そのため頼朝墓には島津家の家紋である 

「丸十字」が彫られているo 頼朝と忠久墓は石碑、石造物の銘から25代藩主島津重豪（しまづしげひで） 

が修繕させたことがわかるo 重豪は文化事業を極めて精力的に推し進めていた〇また、島津家は徳川家特

にーツ橋家とは姻戚関係が強いo 長寿だった重豪は曾孫の斉彬に多大な影響を与えている。大江広元と息

子の毛利季光は長州藩毛利家の先祖であるが、墓が整備された前後、日本には欧米列強が押し寄せていたo 

毛利家は困難な時期、先祖の霊にすがろうとしていたのであろうかo また墓所を島津忠久墓に倣って整

備し共有する登り口に長州藩として石灯寵を立てるなど薩摩藩を意識していたようにも思える。 
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略年表 

安永二年（1773) 

安永五年（1776) 

安永八年（1779) 

享和二年（1802) 

文政五年（1822) 

文政六年（1823) 

文政十一年（1828) 

安政四年（1857) 

安政五年（1858) 

文久三年（1863) 

慶応二年（1866) 

島津重豪、藩校設立（造士館聖堂、演武館、医学館） 

重豪、三女茂姫を徳川家斉と縁組させる 

二月、重豪の命により源頼朝墓、島津忠久墓が改修される 

八月 重豪、天文暦学研究所「明時館」設立 

十月一日 桜島大噴火、死者153人、倒半壊1301軒 

重豪、『大日本史』に頼朝が先祖だと記入するように依頼する o 七年後実現 

イギリス船が浦賀に入港、毛利氏は関門海峡の守備隊を組織化 

毛利斉照（なりひろ）、大江広元と毛利季光の墓所を整備する 

徳川家斉、鶴岡八幡宮本宮を再建 

毛利氏、馬関海峡の台場築城強化を行う 

正月、毛利氏、大江広元、毛利季光墓参道登り口に四基の石灯寵を設置 

毛利氏、台場に設置する大砲鋳造のために反射炉を造る 

日米修好通商条約締結 長州藩士吉田松陰投獄、安政の大獄にて翌年処刑 

長ブII藩、アメリカ、フランス、オランダ各国の船を襲撃する 

薩長同盟成立 

6 ．まとめ 

本調査地域は古代、そして中世の奥津城である o しかし一方では城郭的要素も強くみられる o 源頼朝

の法華堂は和田合戦（1213）のときに将軍実朝が避難をし、宝治合戦（1247）では三浦一族及び毛利季光

が滅びたという歴史がある o 遺構としては土塁状削り残しがあり、背後には堀切も存在する o 堀切 2 は

山頂部を土塁に見立て尾根道の法華堂側への交通の妨げとなる o この堀切が尾根を横切るための道とし

た場合、外側である西面に城壁状の切岸が設けられている〇ただし今まで鎌倉で行われた土木遺構調査

の成果や今までの議論をふまえると単純に軍事と結びつけるわけにはいかないo たとえば鶴岡八幡宮は

境内が堀と土塁で三方囲まれていたが八幡宮はあくまでも信仰の場であり防御施設ではないo 城塞都市

とも比喰された中世鎌倉の都市構造であるが展示会のイメージで語ると良いのかもしれない。展示会場

の空間を街にたとえるなら入り組んだ山々が仕切り壁に、谷戸がブースにあてはまる。それぞれのブー 

スには業者ならぬ寺院、北条一族、御家人らが入り、各々が独自にこれを開発するわけである。仕切り

壁が山稜という巨大な立体であるために仕切りと同時に通路にもなった。そのため土地の境界は複雑化

し、必要に応じて堀切等の土木遺構が造成されたようにも思われる o 谷戸は隔絶した空間を作り、開発

者は宗教あるいは支配階級であるためテリトリー（なわばり）のディスプレイ（誇示、威嚇）が行われ

たはずであるo それが中世城郭のーつの原形となったのであろうo 

引用参考文献 

赤星直忠 1959『鎌倉市史 考古編』吉川弘文館、1995『逗子市史 別編且』ぎょうせい 

鈴木千歳 1975『鎌倉 第24号』「近世における法華堂（二）」鎌倉文化研究所 

鈴木長八ほか 1971『としよりのはなし』「西御門」鎌倉市教育委員会 

宮田員 2000『大倉幕府跡北遺跡発掘調査報告書』同調査団宮田事務所 

芳即正 1980『島津重豪』吉川弘文館 

西ケ谷恭弘 2002『国別城郭・陣屋・要害・台場事典』東京堂出版、『郷土史紀行vol.17J「防長両国の台場と馬関戦争」H.LC 
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附編3 法華堂周辺の信仰空間について 

今回発掘調査を行なった北条義時法華堂跡は国指定史跡法華堂跡（源頼朝墓）の東側に隣接した南向

きの小谷に存在する〇元仁元年（1224)、北条義時の死去に当たってすぐさま源頼朝法華堂に近接して墓

が造られ、源頼朝の墳墓堂である法華堂と同様に法華堂が営まれた〇北条義時は鎌倉の中に埋葬された

初めての北条一族であり、鎌倉に本拠を置いた北条氏の始祖である〇以後、北条氏は鎌倉を墳墓の地と

し、亀ケ谷・名越ケ谷・釈迦堂ケ谷・薬師堂ケ谷・佐助・葛西ケ谷・山之内などに氏寺を開くこととな

る o 北条義時の墓が源頼朝の墳墓堂に近接して造られた事は、北条義時が源頼朝と並ぶ武家政権の草創

者として認められていたと理解されよう〇三浦義村が初七日仏事の後臨時仏事を行っていることはそう

した見解を示すものとして注目されよう o 『太平記』「安藤入道自害事付漢王陵事」には北条義時の嫡流で

ある北条高時が「鎌倉殿」であり、「日本国の主」であると述べられているが、北条義時法華堂は北条義

時が源頼朝に次ぐ武家政権の創始者であることを示す、またそう認められたことを示す記念碑的堂であ

ると考えられよう。 

源頼朝は正治元年（1199）正月13日に亡くなり、 3 月 2 日に四十九日の法要が持仏堂で行なわれ、翌 2 

年正月13日に一周忌供養が法華堂で行なわれている〇このことから持仏堂が法華三昧を修する墳墓堂と

され、法華堂となったと考えられている o このため持仏堂の位置が源頼朝法華堂の位置を示すこととな

る〇「吾妻鏡」の記事によると、源頼朝は文治 5 年（1189) 7 月18日、屋形の後山に持仏を安置する堂を

建てるように命じ、 8 月 8 日、仮柱4本が立てられ、「観音堂」の号が授けられた。この記事が持仏堂の

位置を示すと考えられている o 持仏堂は源頼朝の死後、法華堂と称されたと考えられているから、源頼

朝の法華堂の位置はその御所、所謂大倉幕府の位置を示すこととなる。嘉禄元年（1225) 10月19日将軍の

御所移転につき、御所の地定めがあり、宇津宮辻子の東西何れかを用いるか論議された時、頼朝法華堂

下の地は四神相応の最上の地であるとの意見があったo 翌20日、法華堂下の地と若宮大路の地とを候補

に占うことになった〇この時、法華堂下の地は西方に岳があり、その上に頼朝の廟がある、親の墓が高

いところにあり、その下に居ると子孫は絶えるとの意見があり、宇津宮辻子に移転が決まったo 「鎌倉廃

寺事典」では「法華堂」の項で「厳密にいうと、この記事が頼朝の墓の位置を決定する重要な史料のー 

つ」であるが、「西方の岳は該当するものがない」とのべている o 大倉御所より高い位置にあたる西方の

岳にあるのは鶴岡八幡宮であり、その上宮には源頼朝を和った白幡社があった。白幡社は鎌倉事典によ

れば、「寺伝によると正治 2 年（1200）白幡大明神の勅号を賜って、平政子が創建、また源頼家の造立と

もいう o」とあり、弘安 4 年（1281）の『鶴岡八幡宮御遷宮記』によると、当時上宮西にある竃神の近く

にあったと考えられ、江戸時代初期には上宮竃神の東側にあった〇西の岳にある親を肥った廟は白幡社

となる o 大倉御所の位置は八幡宮との関係が指摘されていたことになる〇 

この記事からは大倉御所を中心に初期の武家政権の信仰の空間が形作られていたことが推測される o 

治承 4 年（1180) 10月 7 日、鎌倉に入った源頼朝は鶴岡八幡宮を遥拝し、12日には祖先崇敬のため小林郷

北山に宮廟を構え、由比若宮八幡宮を移してその東側に御所を建てたo 15日には山ノ内から山内須藤兼

道の宅を移築し、12月12日、新邸が出来上がって移り、御家人らに推戴されて「鎌倉の主」となった。こ

の場所は東に荏柄天神社が肥られてあり、同社の縁起には大倉幕府の鬼門と伝えている o では何故源頼

朝はこの位置に御所を営んだのであろうか。「吾妻鏡」治承 4 年10月 7 日条には父義朝の亀ケ谷の旧跡に

臨みそこに館を構えることにしていたが、広い地形ではなく、岡崎義実が義朝を弔う堂を建てていたた

め、沙汰止みになったことが述べられている〇そのため大倉の地に御所を建てたということになってい

るが、氏神の八幡神を館の西に配してまで大倉に建設した積極的な意味は書かれていない〇館を建てる

に適した広い土地はいくらでも在ったと考えられる〇御家人達に推戴されてた「鎌倉の主」の権威の根 
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源はこの大倉館の位置に示されていないだろうか〇 

源頼朝は当初以仁王の令旨によって挙兵したが、以仁王はすでに追討されていた〇また令旨は東国各

地に居住する一族にも届けられ、源頼朝一人に出されたものではないと考えられる o 後白河上皇の内意

は表面に出るものではないo これらは挙兵の契機とはなったが、源頼朝が東国の主である「鎌倉の主」 

所謂「鎌倉殿」となる根拠とはなりえない。源頼朝は御家人の推戴によるとしてもどのような権威によ

って「鎌倉の主」 ・ 「鎌倉殿」になったのであろうかo 筆者はそのヒントが大倉御所の位置にあると考

える〇大倉御所の位置は先に示した「吾妻鏡」の記事から法華堂跡（源頼朝墓）の下、南側の平地と推

定されている〇この地は先に述べたとおり東に荏柄天神社が鎮座し、西に鶴岡八幡若宮がまつられてお

り、大倉御所は八幡神と天神に守護されていることになる。ここで源頼朝は推戴されて「鎌倉の主」と

なったo 東国の主である「鎌倉の主」すなわち「鎌倉殿」は八幡神と天神によって守護され、その権威

が保証されていたと考えられる〇この時期既に成立し、東国に広く流布していたと考えられる「将門記」 

には、平将門が新皇を称するにあたり、一昌伎（墨女）の口を通じて「朕（八幡神）が位を蔭子平将門

に授け奉る〇その位記は左大臣正二位菅原朝臣の霊魂表すらく、右八幡大菩薩八万の軍を起こして、朕

の位を授け奉らん」と記されており、東国の主の位が八幡神と天神により授けられると考えられていた

事が分かる o 八幡神と天神に挟まれた大倉御所は平将門同様、反乱軍の棟梁である鎌倉殿の権威が神に

よって与えられたものである事を示しており、不当なものではないことを表しているのではないだろう

か〇鎌倉に館を造営し、改めて東国武士から棟梁として推戴されるに当たり、東国武士の結東とそこで

推戴された東国の主である「鎌倉の主」・ 「鎌倉殿」の権威に神の保証が求められたのであり、そのた

め、八幡神・天神が館の両側に肥られたのであろうo この時、土地神である天神を移肥するより氏神を

移肥することの方が容易であったと推定され、また鎌倉の平野部中央奥山裾に八幡神を遷すことが後の

都市計画上も重要であると考え、そのため周囲より若干土地が低く最良の環境とは考えられないにもか

かわらず法華堂下の地に御所が営まれたと考えられる o 

大倉館の北東には永福寺が造営されたo これは大倉館の鬼門に当たる。永福寺は源頼朝の創建になる

寺院で、奥州攻めで亡くなった源義経・藤原泰衡らの怨霊慰撫のために建久 2 年（1191）から造営が始め

られた。ここでは創設者の贈罪の意を含んで敵方供養が行なわれている〇また文治 3 年（1187）から始め

られた鶴岡八幡宮の「放生会」も敵方供養と贈罪の意を示す放生が行為として行われる儀式であり、放

生会には武芸である流鏑馬が奉納されたo このように初期鎌倉政権の創設者の館周囲には、その権威を

示す宗教空間と共に敵方供養と贈罪の宗教空間が創出されていた事になるo 

敵方供養は武家によって始められたが、円覚寺建立の趣旨は元冠による戦死者の敵味方供養であった。 

武家による戦死者供養は敵方供養から敵味方供養へと深化した。敵味方供養は敵の死者も味方と同様に

悪が許され成仏できるとの考えに立っており、日本仏教思想の特長である〇墳墓堂としての法華堂は死

者の滅罪・供養のため法華三昧を修する堂であり、法華三昧が死者供養に修されるようになったことが

悪人が成仏できる論拠となっていたのではないかと考えられる。武家に取り入れられた死者供養の思想

は墳墓堂としての法華堂から発展して悪人の成仏へと繋がり、怨霊慰撫を通じて怨霊の成仏へと発展し、 

両者が融合・発展して敵味方供養という日本独自の思想へと発展したのではないだろうか。敵味方供養

の考え方が崩され、味方供養だけを行うようになったのは明治維新後の宗教政策による〇 

このように法華堂周辺には大倉御所を中心として武家政権の創設者の墳墓堂である法華堂、源氏の氏

寺である勝長寿院、武家政権の権威を保証する鶴岡八幡宮・荏柄天神社、政権樹立に関わる怨霊の慰撫

を担う永福寺が創建あるいは肥られ、独自の信仰空間を形成していた事が指摘されよう〇 
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